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－  1  －

1．総　　　説

はじめに

　利尻島の名称は、アイヌ語で高い島を意味する
「リイシリ」に由来する。
　江戸時代に入ると、利尻島にはアイヌの人々が
住み始め、寛文10年（1670）の「津軽一統志」に
は300人ほどが暮らし、松前の商船が来航して交
易を行っていたことが記されている。
　その交易の拠点は、天然の澗を抱える本泊に
あって、利尻・礼文を含めたリイシリ場所として、
17世紀半ばまでに開設されていたといわれる。や
がて、有力商人に場所を請負わせ税金を納めさせ
る場所請負制度になると、リイシリ場所は明和２
年（1765）に近江商人の岡田弥三右衛門が請負い、
本泊に運上屋が置かれた。
　文化４年（1807）、鎖国下にあった日本に対し
通商を求めていたロシアによる利尻島の襲撃事件
を契機に、翌文化５年幕府は、松前・宗谷・利
尻・樺太の防備を会津藩に命じた。利尻には252
名の藩士らが派遣されたが、任務中に病気や海難
事故により命を落とす者も多く、現在その墓碑が
鴛泊、本泊、種富町の３ヵ所に安置されている。
　幕末の嘉永元年（1848）、野塚にアメリカ人ラ
ナルド・マクドナルドが単身上陸した。その目的
は、鎖国下にあった日本で日本語を覚え、開国後
通訳になることだった。利尻での滞在は１ヶ月ほ
どであったが、日本を去るまでの７ヶ月間、長崎
で森山栄之助ら当時の通詞に英語を教えた。
　明治時代に入ると、蝦夷地は北海道と改称され、
細かく国郡が設定され、利尻は北見国利尻郡と
なった。さらに明治９年（1876）、鴛泊・本泊・
鬼脇・石崎・沓形・仙法志の６ヶ村を統括して宗
谷に区務所が、鴛泊に利尻扱所が置かれ、利尻島
における自治行政の端緒となった。明治13年
（1880）には、鴛泊に利尻郡各村戸長役場が設置
され、同年郵便局や公立病院の開業、19年
（1886）利尻小学校、翌年には利尻郡漁業組合な
ど鬼脇を皮切りに各施設が整備されていった。
　こうした近代化に伴い、島の水産業の根幹を担
うニシン漁は豊漁に沸き、その恵みを夢見て青森
や秋田、新潟、富山、鳥取など日本海沿岸地域を
中心に移住者が増加し、島の各所でそれぞれ集落

を形成した。こうした人の往来は、交通の要で
あった小樽利礼航路の発達をも促した。
　大正時代に入ると、当時豊漁であったタラバガ
ニの缶詰工場が鬼脇に林立し、それに伴って電灯
が整備された。また、交易に不可欠な港の整備も
進められ、大正９年（1920）に鴛泊港、昭和３年
（1928）に鬼脇港がそれぞれ着工し、以来、港湾
整備事業は今も継続的に進められている。
　昭和31年（1956）には、鴛泊村と鬼脇村が合併
し、東利尻村（昭和34年町制施行）が誕生した。ま
た、この頃よりニシン漁が極度の不振になったた
め、沿岸から沖合漁業への転換、栽培漁業などに
も目が向けられ、水産資源の確保について現在も
施策を展開している。
 離島観光の端緒は、大正12年に小樽新聞社によ
る読者投票で利尻富士が北海道三景第１位を獲得
したことによる。一躍、水産と観光の島として脚
光を浴び、昭和25年利礼道立公園、40年国定公
園、49年に全国27番目の「利尻礼文サロベツ国
立公園」に指定された。平成10年には、島民待望
の温泉掘削にも成功し、温泉保養施設も整備され
た。これに離島ブーム・登山ブームも相まって、
現在も訪れた人々を魅了するスポットとして多く
の観光客が足を運んでいる。
　昭和55年（1980）に開基100年を迎え、平成２年
（1990）の開基110年を節目に、これまでの東利
尻町から「利尻富士町」へ町名を改称している。
　近年では平成11年に利尻空港の新滑走路（1,800
ｍ）の供用開始、平成25年に鴛泊港フェリーター
ミナルが「海の駅おしどまり」としてバリアフリー
化されるなど離島交通の基盤整備が進み、平成23
年には町内全域に光ブロードバンド網が整備され
るなど、時代に即した各種事業を展開している。
　本町は、日本百名山（利尻山）、日本名水百選
（甘露泉水）、森林浴の森百選（自然休養林）やリ
シリコンブなど、豊かな自然・資源を抱える町と
して水産と観光を基幹に地域特性を活かした産業
を育て、「ふるさとの元気と輝きをもとめて」魅
力あるまちづくりを目指している。
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2．自　　　然

3．人　　　口

●　河　　川

●　湖　　沼

●　人口の推移
 1 世帯
当人口

河　川　名
ニシオビヤタンナイサワガワ
オビヤタンナイサワガワ
ヌ　マ　ノ　ザ　ワ　ガ　ワ
ス イ ゲ ン ザ ワ ガ ワ
オ　ト　メ　ザ　ワ　ガ　ワ
カ　ン　ロ　ザ　ワ　ガ　ワ
ポ　リ　マ　ナ　イ　ガ　ワ
ポ リ ヤ マ ザ ワ ガ ワ
サ　ン　ノ　ザ　ワ　ガ　ワ
ゲ ン ナ イ ザ ワ ガ ワ
リ ヤ ウ シ ナ イ ガ ワ
モ ト リ ヤ ウ シ ナ イ ガ ワ
ニ　ノ　サ　ワ　ガ　ワ
イ　チ　ノ　サ　ワ　ガ　ワ
オ　モ　ベ　ツ　ガ　ワ
ヒ　　　メ　　　ヌ　　　マ
ノ ド ッ ト マ リ ガ ワ
カ　キ　ザ　キ　ノ　カ　ワ
タ イ ニ キ タ ノ カ ワ
ヒガシノドットマリガワ
ホ ウ リ ョ ウ ザ ワ ガ ワ
オ チ ウ シ ナ イ ガ ワ

2.1
3.2
8.7
1.7
2.0
1.8
11.7
0.8
0.4
0.7
1.5
1.3
0.1
0.1
1.4
0.2
0.8
0.1
0.1
3.8
3.0
4.3

3.2
7.8
7.5
3.5
5.4
3.7
2.1
1.5
1.3
1.5
2.7
3.5
0.3
0.2
3.5
0.2
2.8
0.4
0.3
3.7
5.3
6.0

流 域
面 積

流 路
延 長 河　川　名

イ シ キ リ ザ ワ ガ ワ
カ　ラ　ザ　ワ　ガ　ワ
キ タ ニ チ ン ド マ リ ガ ワ
ニ チ ン ド マ リ ガ ワ
ア 　 サ 　 ヒ 　 ガ 　 ワ
ユ　ウ　ス　イ　ガ　ワ
ア フ ト ロ マ ナ イ ガ ワ
イ　シ　ザ　キ　ガ　ワ
オ サ ツ ル ナ イ ガ ワ
イ シ ザ キ ザ ワ ガ ワ
フ タ ツ イ シ ザ ワ ガ ワ
ホ ウ セ ン ザ ワ ガ ワ
ヤ ム ナ イ ザ ワ ガ ワ
サ　カ　イ　ザ　ワ　ガ　ワ
タ　キ　ノ　サ　ワ　ガ　ワ
フ タ マ タ ザ ワ ガ ワ
ナ　ミ　ダ　ザ　ワ　ガ　ワ
メ ヌ ウ シ ョ ロ ガ ワ
ナ カ ヤ マ ザ ワ ガ ワ
ア　ダ　チ　ノ　カ　ワ
コ　ト　ブ　キ　ガ　ワ
ダ イ ニ コ ト ブ キ ガ ワ

0.6
1.2
3.7
1.1
2.7
1.1
3.2
1.2
7.3
1.6
1.6
4.0
0.5
1.1
2.0
5.8
2.7
5.2
0.8
0.2
0.1
0.3

2.4
3.8
4.0
2.4
3.8
3.3
6.6
4.2
5.4
3.9
3.4
7.4
1.4
2.3
5.3
5.0
3.6
5.8
2.7
0.6
0.1
0.2

流 域
面 積

流 路
延 長

世帯数 人　　　　　　　口
女 計男年　　　次

増水期 渇水期
最 大 水 深面積位　　置湖　沼　名

40,174利尻富士町
鴛泊字湾内

コイ、フナ、姫鱒
ドジョウ、エビ

湖沼で棲息す
る魚族

 5 月
3.0ｍ

 3 月
1.8ｍ姫　　　沼

91,176利尻富士町
鬼脇字沼浦 フナ、ドジョウ 5 月

3.5ｍ
 2 月
2.0ｍオタトマリ沼

明　治　 9 　年
13
25

大　正　 5 　年
10

昭　和　 5 　年
15
25
30
35

768
746
4,834
8,011
8,427
8,501
7,961
10,984
11,234
10,057

9.8
9.8
5.5
5.8
5.9
5.9
6.0
6.3
6.2
5.6

372
2,170
4,076
4,196
4,178
4,041
5,475
5,664
5,004

474
2,664
3,935
4,231
4,323
3,920
5,509
5,590
5,053

78
86
877
1,380
1,431
1,444
1,325
1,738
1,806
1,798

●位置及び地勢
水系数  32本　　普通河川数  44本

利尻富士町

稚内

旭川

札幌小樽

函館
面　積
海岸線の延長

105.61㎢
38.743㎞

（国勢調査）
 1 世帯
当人口世帯数 人　　　　　　　口

女 計男年　　　次

昭　和　40　年
45
50
55
60

平　成　 2 　年
7
12
17
22
27

9,260
7,682
6,883
6,027
5,520
5,110
4,398
3,536
3,239
3,037
2,787

5.7
5.0
4.5
3.6
3.5
3.3
2.9
2.4
2.3
2.1
2.1

4,691
3,998
3,518
3,070
2,792
2,546
2,254
1,831
1,677
1,591
1,466

4,569
3,684
3,365
2,975
2,728
2,561
2,114
1,705
1,562
1,446
1,321

1,661
1,541
1,546
1,655
1,595
1,542
1,526
1,459
1,429
1,363
1,264

 利尻富士町は、北海道最北端の宗谷岬より南西62粁の海をへだて
た日本海の離島、利尻島の北東部を占め、（北緯45度15分、利尻島
の北端、利尻富士町鴛泊字富士岬）（東経101度20分、利尻島の東端、
利尻富士町鬼脇字二石）高峰利尻山嶺（1721ｍ）の南西を背にして
利尻町と接し、東南は利尻水道をはさんで、はるかに、天塩山脈と
相対し北西9.7粁をへだてて礼文島と指呼の間にある。
　地勢は狭長で、やや傾斜して海に臨み、地質は火山岩に類して腐蝕
土及び粘土が交錯し、砂礫を混えて地味は概して肥沃とはいえない。

名 位　　　　　置 標　　高　　ｍ
利　　尻　　山 中　　　　　央 1,721

●　山

●　気　　象

平均気温℃
最高気温℃
最低気温℃
平均風速m/s
最大瞬間風速m/s
最大瞬間風速風向

平成28年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

東北東 東 北東 南 南 東 南南西 東 南西 西北西 西北西 東北東

－5.4
1.0

－10.5
6.7
30.9

－4.9
6.0

－12.6
6.5
27.8

0.5
13.0
－10.5
5.7
24.7

3.8
12.9
－3.3
6.4
28.3

12.1
25.1
－2.3
7.1
27.3

13.0
25.3
3.3
5.0
20.6

17.6
26.2
8.5
5.4
26.2

21.3
28.8
12.9
5.3
23.7

16.4
23.7
6.8
5.5
21.1

8.9
20.5
－0.9
7.1
22.6

－0.3
10.3
－11.0
5.7
25.2

－2.7
8.9

－9.0
6.6
27.3

●　土　　地
所　有　地

細別
利尻富士町

畑
383

宅地
102

山林
1,018

牧場
49

原野
819

雑種地
248

湖沼
15

その他
7,927

計
単位：ha

10,561



原　　　慎　吾

南　　　弥八郎
高　杉　寅　松
北　条　滝三郎
能　越　甚　作

上　戸　佐　吉
能　越　甚　作

松　尾　重　吉

－  3  －

4．行政・議会

●　職員数

●　歴代首長
（利尻郡各村戸長時代）

（２村戸長時代）

（鬼脇村、鴛泊村時代） （新村、新町時代）

（28.  4 .  1 ）

鬼脇村外 2 村戸長

職　　　　　名

鴛　泊　村　長
氏　　　名 期　　　間

昭和 3 年 7 月
昭和 4 年 2 月
昭和 9 年 6 月
昭和10年 2 月
昭和12年 3 月
昭和12年 4 月
昭和12年 7 月

昭和21年 5 月
昭和21年11月
昭和22年 4 月
昭和27年 4 月
昭和27年 5 月

氏　　　　　名 期　　　　　間
利 尻 郡 各 村 戸 長
同　　　　　　　上
同　　　　　　　上

大　村　千　盛
桐　山　三四郎
佐　藤　武　治

明　治　13. 6 ～14. 7 
明　治　14. 8 ～22. 1 
明　治　22. 2 ～25. 4 

氏　　　名 期　　　間

鬼　脇　村　長 職　　　名

職 員 数

町 長 部 局

議会事務局

教育委員会

計

108

2

15

125

氏　　　名 期　　　間 歴　　　順

町　　　　長

町　　　　長

町　　　　長

町　　　　長

町　　　　長

村　　　　　長
職 務 執 行 者

昭和31. 9 .30　　
　　　～31.10. 7 
昭和31.10.18　　
　　　～31.10.28
昭和31.10.29　　
　　　～34. 8 .30
昭和34. 9 . 1 　　
　　　～35.10.27
昭和35.10.28　　
　　　～41. 7 . 6 
昭和41. 7 . 7 　　
　　　～41. 8 .23
昭和41. 8 .24　　
　　　～49. 8 .23
昭和49. 8 .24　　
　　　～57. 8 .23
昭和57. 8 .24　　
　～平成13.10.15
平成13.10.16　　
　～平成13.10.29
平成13.10.30　　
　～平成13.11.24
平成13.11.25　　
　～平成25.11.24
平成25.11.25　　
　　　　  ～現在

村長職務執行者
職 務 代 理 者

町長職務代理者
助　　　　　役

町長職務代理者
助　　　　　役
町長職務代理者
事　務　吏　員

町村合併後初代

 2 　　代

 3 　　代

 4 　　代

 5 　　代

 6 　　代

 7 　　代

氏　　　名 期　　　間

綾　部　正　吉

原　　　慎　吾
〜

〜

〜

明治25年 4 月

明治31年 5 月

鴛泊村外 2 村戸長
氏　　　名 期　　　間

能　条　伊之吉
百　瀬　正　賢
刑　部　鉞　衛
松　井　紀之助
林　田　則　友

明治25年11月
明治30年 6 月
明治31年 6 月
明治31年11月
明治34年 8 月

〜

鬼　脇　村　長
氏　　　名 期　　　間

吉　田　音　吉

松　尾　重　吉
松　尾　重　吉

林　　　長　蔵
太　田　新　助

代理助役

代理助役

昭和 2 年 2 月

昭和18年 2 月
昭和18年 5 月

昭和21年11月
昭和22年 4 月

明治35年 4 月

明治43年10月
大正 3 年11月
大正 7 年 9 月
大正10年 4 月

大正12年 4 月
大正12年 7 月

大正15年 2 月

〜

〜

　　　　　　　　　　（ 2 級）

職務管掌

代理助役　　　　　　（ 1 級）

鴛　泊　村　長
氏　　　名 期　　　間

〜

〜

明治35年10月

明治40年10月
明治43年 9 月
大正 4 年 4 月
大正 7 年 8 月

大正12年 4 月
大正12年 6 月

中　村　義　雄

南　　　弥八郎
原　　　慎　吾
佐　藤　栄　甫
高　杉　寅　松

上　戸　佐　吉
高　杉　寅　松

　　　　　　　　　　（ 2 級）

職務管掌

　　　　　　　　　　（ 1 級）

代理助役

代理助役

代理助役

職務管掌

代理助役

代理助役

宮　森　栄　松
津　田　樫次郎
石　川　誠　司
高　橋　熊次郎
山　田　信一郎
佐　崎　清　市
高　田　文四郎

上　野　善　雄
芹　野　与一郎
湯　佐　定　平
若　林　茂　雄
柾　木　久　栄

柾　木　久　栄

小　林　貞　彦

柾　木　久　栄

柾　木　久　栄

小　松　為五郎

笠　嶋　善太郎

牧　野　三　廣

笠　嶋　善太郎

安　達　敏　夫

国　分　守　雄

田　村　祥　三

𠮷　田　　　勤

田　村　祥　三総　　務　　課

町　
　
　
　
　

長

副　
　

町　
　

長

教
育
委
員
会

教　
　

育　
　

長

町　
　
　
　
　

長

副　
　

町　
　

長

福　　祉　　課

行 革 推 進 室

産 業 振 興 課

利　尻　空　港
管 理 事 務 所

鬼　脇　支　所

老人保健施設

鴛 泊 診 療 所

総　　務　　係

利尻富士町議会 議 会 事 務 局

企 画 管 理 係

社 会 教 育 係

学　　芸　　係

鴛 泊 保 育 所

歯 科 診 療 所
福　祉　課　長

財　　政　　係

企 画 調 整 係

防 災 情 報 係

税　　務　　係

福 祉 介 護 係

国保衛生住民係

管　　理　　係

総　　務　　係

施　　設　　係

総　合　交　流
促　進　施　設

地域包括支援
セ　ン　タ　ー
居宅介護支援
事　　業　　所

特別養護老人
ホーム秀峰園

デイサービス
セ　ン　タ　ー

総合交流促進
  施設「りぷら」

会　　計　　課

建　　設　　課

出　　納　　係

建 設 農 林 係

まちづくり係

渉　　外　　係

上 下 水 道 係

水 産 港 政 係

商 工 観 光 係

利尻富士温泉
保　養　施　設

さ け ふ 化 場

総合保健福祉
セ　ン　タ　ー

利 尻 富 士 町
教 育 委 員 会

鬼 脇 公 民 館
業　　務　　係

鬼 脇 保 育 所

グ　ル　ー　プ
リビング施設

●　行政機関図
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5．選挙の状況

●　歴代議長 ●　議会活動状況

●　町議会議員選挙 ●　町長選挙

●　特別委員会活動状況

●　常任委員会活動状況

投票率％棄権者数投票者数選挙当日の有権者数執　行　別

議　会　別

総務民教産健常任委員会　　 4 回
広報・広聴常任委員会　　 4 回

決算審査　　 1 回

（平成27年）（町政執行後から）

定 　 例 　 会  1 回（ 6 回） 62件
会　議　数 案　　　　件

40． ９． ２執行
44． ９． 18執行
48． ９． 23執行
52． ９． 18執行
56． ９． 13執行
60． ９． 15執行
元． ９． 24執行
５． ９． 19執行
９． ９． 21執行
13． ９． 23執行
17． ９． 29執行
21． 11． １執行
25． 10． 27執行

4,342
4,077
3,761
3,559
3,478

無 投 票
3,213
3,061
2,936
2,800
2,671
2,489
2,342

3,804
3,755
3,582
3,462
3,392

3,120
2,914
2,778
2,667
2,445
2,275
2,066

539
322
197
97
86

93
147
158
133
226
214
276

87.59
92.10
95.24
92.27
97.53

97.11
95.20
94.62
95.25
91.54
91.40
88.22

投票率％ 当　選　者棄権者数投票者数執　行　別
41．８．24執行
45．８．２執行
49．８．11執行
53．８．６執行
57．８．８執行
61．８．10執行
２．８．12執行
６．８．14執行
10．８．16執行
13．11．25執行
17．11．24執行
21．11．１執行
25．10．27執行

無投票
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
2,799
無投票
〃　
〃　

無投票
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
2,664
無投票
〃　
〃　

無投票
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
135

無投票
〃　
〃　

無投票
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
〃　
95.18
無投票
〃　
〃　

選挙当日の
有 権 者 数

期　　　　　　間氏　　　　　名歴　順
昭34．９． 1 ～昭35．１．27
昭35．２．22～昭36．９．29
昭36．９．30～昭39．12．22
昭36．12．23～昭40．９．29
昭40．９．30～昭44．９．29
昭44．９．30～昭48．９．29
昭48．９．30～昭52．９．29
昭52．９．30～昭56．９．29
昭56．９．30～昭60．９．29
昭60．９．30～平元．９．29
平元．９．30～平５．９．29
平５．９．30～平９．９．29
平９．９．30～平13．９．29
平13．９．30～平17．９．29
平17．11．５～平21．２．16
平21．３．10～平21．11．５
平21．11．６～平25．11．５
平25．11．６～現在に至る

石 　 川 　 政 　 治
本 　 郷 　 久 　 三

山 　 田 　 松 　 一

工 　 藤 　 由 太 郎

泉 　 　 　 幸 　 雄
高 　 橋 　 　 　 満
京 　 谷 　 淳 　 悦

長 　 岡 　 俊 　 裕

前 　 田 　 芳 　 久

初　代
 2 　代

 3 　代

 4 　代

 5 　代
 6 　代
 7 　代

 8 　代

 9 　代

 
無　所　属
無　所　属

無　所　属
無　所　属
無　所　属
無　所　属
無　所　属
無　所　属

　総務民教産健
○総務民教産健
 
 総務民教産健
　総務民教産健
　総務民教産健
◎総務民教産健
 副議長・総務民教産健
 議　　　　長

　広 報 ・ 広 聴
　広 報 ・ 広 聴

○広 報 ・ 広 聴
◎広 報 ・ 広 聴
　広 報 ・ 広 聴
　広 報 ・ 広 聴
　広 報 ・ 広 聴

●　町議会議員一覧 （28． 4 ． 1 現在）

◎は委員長、○は副委員長

※平成26年３月議会から通年議会施行

議席順 氏　　　　　　　名 党　　派 所属常任委員会名
1
2
3
4
5
6
7
8
9

長 　 岡 　 俊 　 裕
米 　 谷 　 　 　 篤

飯 　 田 　 睦 　 穂
安 　 楽 　 昌 　 弘
伊 　 藤 　 信 　 勝
佐 々 木 　 　 　 勝
戸 　 嶋 　 郁 　 夫
前 　 田 　 芳 　 久

牧　野　三　廣
〃

笠　嶋　善太郎
〃

安　達　敏　夫
〃
〃
〃
〃

𠮷　田　　　勤
〃
〃

田　村　祥　三
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6．財　　　政
●　最近10ヶ年間の予算規模の推移
　　　　　　　（一般会計当初予算）

●　会計別決算額の推移

予算額（千円） 伸率（％）年 度

一 　 般 　 会 　 計
簡 　 易 　 水 　 道
下 　 　 水 　 　 道
港 　 湾 　 施 　 設
温 　 泉 　 施 　 設
国 　 保 　 事 　 業
後 　 期 　 高 　 齢
介 　 護 　 保 　 健
介 護 サ ー ビ ス
歯 　 科 　 施 　 設
国 　 保 　 施 　 設

4,994,438
84,433
283,814
57,116
68,189
475,073
41,790
319,369
539,457
42,762
76,601

会 計 区 分

※各年度決算書による

単位：千円

単位：千円
平成23年度

歳　入
4,967,687
84,231
283,513
56,857
67,836
466,171
41,415
319,164
539,412
42,673
74,505

歳　出
4,289,603
89,106
238,028
456,928
68,182
462,191
46,967
315,795
451,557
40,565
74,749

平成24年度
歳　入

4,265,650
88,873
237,738
456,683
68,136
450,359
46,578
312,102
451,480
40,267
74,579

歳　出
4,614,051
78,907
198,100
551,532
74,015
457,282
45,579
322,553
462,973
61,560
78,842

平成25年度
歳　入

4,559,587
78,407
197,556
551,193
73,915
455,951
45,236
319,184
447,107
58,394
77,469

歳　出
4,200,391
78,436
198,351
30,255
75,234
463,215
47,622
326,283
471,192
57,956
76,781

平成26年度
歳　入

4,121,774
77,175
197,636
29,939
74,830
457,378
47,577
326,212
471,037
56,847
75,618

歳　出
4,451,841
75,857
209,805
31,388
78,884
517,269
45,428
326,256
446,778
58,398
77,827

平成27年度
歳　入

4,385,509
74,068
208,769
30,809
78,560
514,756
45,393
321,415
443,575
55,957
77,593

歳　出

3,707,000

3,525,000

3,791,000

4,280,000

4,137,000

3.3

4.9

7.5

12.9

3.3

△

△

△

19

20

21

22

23

予算額（千円） 伸率（％）年 度
3,973,000

3,926,000

3,907,000

4,003,000

4,108,000

24

25

26

27

28

4.0

1.2

0.5

2.5

2.6

△

△

△

従業者数 港　　名 種　　別
本 泊 漁 港
雄忠志内漁港
鬼 脇 漁 港
本泊漁港大磯分港

第 2 種
第 1 種
第 1 種
第 2 種

出荷額（万円）事業所数年 度 別
平成22年
平成24年
平成25年

221,172
243,201
278,539

6
9
8

7．産 業 経 済

●　工業の状況 ●　漁　港（ 4 人以上の事業所）

※平成23年は経済センサス活動調査実施のため休止
※平成26年は経済センサス基礎調査実施のため休止
※平成27年は国勢調査のため休止

農林漁業
鉱業・採石業・砂利採取業
建　設　業
製　造　業
電気・ガス・熱供給・水道
運輸・通信業
卸売業・小売業
金融・保険業
不動産業・物品賃貸業
学術研究・専門・技術サービス業
宿泊業・飲食サービス業
生活関連サービス業・娯楽業
複合サービス業
サービス業
公　　　務
総　　　数

3
－
23
12
2
10
66
1
4
4
76
13
5
24
8

261

種別
年別

事業所数
5
－
206
151
4
81
274
6
9
10
562
40
88
73
74

1,601

従業者数
平成21年度

2
－
19
12
1
7
56
3
3
3
57
9
3
19

対象外
396

事業所数
15
－
105
202
3
36
249
16
9
5

273
21
13
60

対象外
1,011

従業者数
平成24年度

3
－
17
12
2
4
61
1
3
4
60
12
5
15
8

226

事業所数
28
－
184
210
4
37
252
7
10
6

340
27
45
39
81

1,427

従業者数
平成26年度

種別
に　　し　　ん
さ　　　　　け
ま　　　　　す
た　　　　　ら
すけとうだら
ほ　　っ　　け
ひ　　ら　　め
か　　れ　　い
ま　　ぐ　　ろ
い　か　な　ご
そ の 他 魚 類
魚　　類　　計
い　　　　　か
た　　　　　こ
な　　ま　　こ
けがに・たらば
う　　　　　に
の　　　　　な
その他水産動物
水 産 動 物 計
あ　　わ　　び
ほ た て 成 貝
そ の 他 貝 類
貝　　類　　計
天 然 こ ん ぶ
養 殖 こ ん ぶ
わ　　か　　め
その他海藻類
海　藻　類　計
合　　　　　計
  ほたて稚貝（千粒）
生 産 額 合 計

17,766
112,456

20
5
0

175,710
20,727
21,996

0
13,134
45,174
406,988
9,493
29,513
247,268
26,388
296,246
359,312
330

968,550
24,259
8,640
154

33,053
166,282
284,397
2,297
59

453,035
1,861,626
18,826

1,880,452

64
317
0
0
0

614
11
63
0

203
89

1,361
21
71
64
11
16
38
0

221
4
20
0
24
79
126
14
0

219
1,825
5,811

年別
数量（t） 金額（千円）

平成27年

2,622
72,969
137
107
0

232,202
39,288
10,383

0
31,082
42,302
431,092
19,501
36,088
170,833
51,779
280,005
326,759

0
884,965
33,414
8,640
53

42,107
240,108
176,841
3,611
52

420,612
1,778,776

0
1,778,776

16
182
1
3
0

781
21
29
0

610
84

1,727
25
86
59
20
12
26
0

228
4
20
0
24
105
79
20
0

204
2183
0

数量（t） 金額（千円）
平成28年

●　産業別事業所 （経済センサス） ●　漁種漁獲高

※平成21・26年　経済センサス―基礎調査
※平成24年　経済センサス―活動調査

127
138
132



鴛 泊 本 所 鬼 脇 支 所 合 　 　 計
正 組 合 員 正 組 合 員 正 組 合 員年

（平成29年１月１日現在：人）●　漁業者数推移

●　商業状況

商　店　数 年間販売額 商　店　数 年間販売額 商　店　数 年間販売額
総　　　　数年　度　別 卸　小　売 飲　食　店

●　農家戸数・経営規模・経営類型

自給農家 販売農家 専業農家年　度　別 総 戸 数 農家人口

平成17年
平成22年
平成27年

農業事業体

148
120
81

1
－
－

147
120
81

1
－
－

－
－
－

23年
24年
25年
26年
27年
28年

250
244
226
212
202
197

127
123
120
117
113
111

377
367
346
329
315
308

平成19年
平成24年
平成26年

従 業 者 数 従 業 者 数 従 業 者 数

※平成19年　商業統計調査
※平成24年　経済センサス―活動調査
※平成26年　経済センサス―基礎調査

86
91
65

300
442
264

4,965
3,662
4,110

60
43
48

211
190
197

3,573
2,303
3,306

26
48
17

89
252
67

1,392
1,359
804

8．観　　　光
●　観光客入込数 ●　宿 泊 施 設

日帰り客年度別
17年
18年
19年
20年
21年
22年
23年
24年
25年
26年
27年

98,500
96,400
91,900
91,000
87,000
83,300
75,900
79,700
84,400
79,900
77,100

126,300
120,400
105,200
98,000
88,900
86,700
74,200
71,800
71,300
60,000
55,700

224,800
216,800
197,100
189,000
175,900
170,000
150,100
151,500
155,700
139,900
132,800

137,100
135,500
122,700
112,400
109,400
100,400
93,600
90,800
95,000
73,400
69,800

87,700
81,300
74,400
76,600
66,500
69,600
56,500
60,700
60,700
66,500
63,000

道　内 道　外 計 収容人員部 屋 数件　　数施　設　別
ホ　　テ　　ル
旅　　　　　館
民　　　　　宿
ユースホステル
ペ ン シ ョ ン
コ　テ　ー　ジ

計

720人
277人
21人
91人
58人
16人

1,183人

236室
94室
10室
34室
17室
6室

397室

5
10
1
3
2
1
22

宿 泊 客
（24. 4 . 1 ）単位：人

－  6  －
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9．社 会 福 祉

施　設　別

老 　 齢 　 年 　 金

遺 族 基 礎 年 金

障 　 害 　 年 　 金

寡 　 婦 　 年 　 金

699,155

21,176

46,604

2,943

968

6

52

6

平　成　25　年　度

名　　　　　称
特別養護老人ホーム秀峰園

利 尻 島 老 人 保 健 施 設

グルーピング施設ふじの荘

介護老人福祉施設
短期入所生活介護事業

介護老人保健施設
短期入所療養介護
通所リハビリテーション

収容人員
52人
50人
2人
50人
38人
2人
10人
9人

1,510.40㎡

1,816.37㎡

485.05㎡

32人

30人

3人

Ｓ54

Ｈ12

Ｈ13

建設年度 開園（寮）月日
Ｓ55.4.1

Ｈ12.7.1

Ｈ13.12.21

面　積 構　　　　造
鉄筋コンクリート平屋

鉄筋コンクリート造 2 階建

鉄筋コンクリート造 2 階建

職員数 所　　在　　地
利尻富士町鬼脇字鬼脇205番地１

利尻富士町鬼脇字金崎332番地

利尻富士町鴛泊字栄町117番地

件 数 金　　額種 別
拠　

出　

年　

金

年 別

計

鴛 泊 保 育 所

鬼 脇 保 育 所

50人

27人

5人

4人

77人 9人

園　児　数 保 育 士 数 種別

注：第 1 号（強制）～自営業者、自由業者、漁・農業従事者
　　第 1 号（任意）～学生等
　　第 3 号　　　　～厚生年金、共済組合、船員等の配偶者

※臨時含めず

強　制 423
11
175
609

平成25年
397
10
178
585

平成26年
361
8

172
541

平成27年

任　意
第　３　号

計

第
１
号

年別
●　保 育 所 ●　国民年金加入状況

●　国民年金加入状況

656,606

2,138

40,361

3,079

960

6

46

6

平　成　26　年　度
件 数 金　　額

663,080

21,939

39,016

2,565

955

7

44

5

平　成　27　年　度
件 数 金　　額

●　老人福祉施設・老人保健施設等

（28. 4 . 1 ）

単位：千円

単位：人

10．保 健 衛 生
●　医療機関 ●　国民健康保険の状況（H28. 4 . 1 ）

医　師医 療 機 関 別
道 立 鬼 脇 診 療 所
町 立 鴛 泊 診 療 所
町立鬼脇歯科診療所
川 上 歯 科 診 療 所

1
1
1
1

3
2
0
0

歯科衛生士・技工士
歯科衛生士兼事務

2
2
1
0

1
－
2
1

看護師 事　務 その他 種別
年別 平成25年

加 入 世 帯
被保険者数
年間受診率
　　一　般
　　退　職

549
965

733
745.83

平成26年
541
931

756
552.63

平成27年
500
841

748
558.82
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12．交通・通信

11．生 活 環 境
●　水道施設 ●　町営住宅建設状況 （H28. 4 . 1 ）（H28. 4 . 1 ）

●　町道の現状 （H28. 4 . 1 ）

●　フェリー・漁船等入港船舶調 ●　航空機利用状況 （利尻空港）（27.1.1～27.12.31）

実　　延　　長
改 良 済 延 長
舗　装　延　長
橋　　梁　　数
橋　梁　延　長

91.3㎞
34.4㎞
20.5㎞
9ヶ所
72.67ｍ

●　道道の現状 （H28. 4 . 1 ）
実　　延　　長
改 良 済 延 長
舗　装　延　長
橋　　梁　　数
橋　梁　延　長
自　転　車　道

35.0㎞
35.0㎞
35.0㎞
37ヶ所
820.7㎞
16.9㎞

●　下水道処理区
処　理　人　口
下水道普及率

2,153人
81.60％

給水戸数

港　　　　別
鴛　　　泊　　　港
鬼　　　脇　　　港

計

5,030,518
42,899

5,073,417

3,173
1,146
4,319

隻
隻　　　　数 年　度

23

24

25

26

27

ＡＮＡ（4～9月）
ＨＡＣ（10～3月）
ANAチャーター
ＡＮＡ（6～9月）
ＨＡＣ（通年）
ＡＮＡチャーター
ＪＡＬチャーター
ＡＮＡ（6～9月）
ＨＡＣ（通年）
ＡＮＡチャーター
ＪＡＬチャーター
ＡＮＡ（6～9月）
ＨＡＣ（通年）
ＡＮＡチャーター
ＪＡＬチャーター
ＡＮＡ（6～9月）
ＨＡＣ（通年）
J-AIRチャーター
ＦＤＡチャーター
ＨＡＣチャーター

総 ト ン 数

各　水　道　別

利尻富士町簡易水道 1,617

世帯

2,637

人

417,833

㎥

1,630

㎥
給水人口 年　度 種　別 建設戸数 年　度

Ｓ42年
Ｓ46年
Ｓ50年
Ｓ51年
Ｓ53年
Ｓ54年
Ｓ56年
Ｓ57年
Ｓ58年
Ｓ59年
Ｓ60年
Ｓ61年
Ｓ62年
Ｓ63年
Ｈ１年
Ｈ３年
Ｈ４年
Ｈ５年

旧　 2 　種
旧1種・2種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種
旧　 2 　種

8
8
8
14
8
16
12
8
8
12
8
8
12
14
4
10
12
12

Ｈ６年

Ｈ７年

Ｈ13年

Ｈ14年

Ｈ15年

Ｈ16年

Ｈ17年
Ｈ18年
Ｈ19年

Ｈ20年

旧　１　種
特　公　債
旧　２　種
特　公　債
新法後建設
特　公　債
新法後建設
特　公　債
新法後建設
特　公　債
新法後建設
特　公　債
新法後建設
新法後建設
新法後建設
特　公　債
新法後建設

4
4
4
4
8
4
8
4
10
2
6
2
10
8
2
6
8

種　別 建設戸数年間給水量  1 日最大給水量

340
334
4

240
673
2
3

240
695
3
2

230
716
4
2

234
707
2
1
1

18,978
4,698
831

17,368
13,224
483
528

19,019
17,423
688
236

19,538
17,072
583
290

19,663
18,222
152
89
64

51.2%
39.1%
82.4%
57.4%
54.6%
95.8%
80.0%
62.9%
69.6%
91.0%
71.5%
67.4%
66.2%
57.8%
87.9%
66.7%
71.6%
100.0%
53.0%
88.9%

92.8%
91.3%
100.0%
98.4%
92.2%
100.0%
100.0%
98.4%
94.9%
100.0%
100.0%
94.3%
95.7%
100.0%
100.0%
95.9%
94.0%
100.0%
100.0%
100.0%

着陸回数 利用人数 利 用 率 就 航 率

13．治　　　安
●　消防職員数

●　警察配置人員

（H28. 4 . 1 ）

●　消防施設の状況 （28． 4 ． 1 ）

鴛泊駐在所
鬼脇駐在所

 2 名
 1 名

支　　　署

総　　数

1

●　利尻富士町消防団 （H28. 4 . 1 ）
総　数
122

団　長
1
副団長

2
分団長

6
副分団長
13
部　長
18
班　長
21
団　員
6116

司　　令
1
司 令 補

8
士　　長

5
副 士 長

0
消 防 士

2

分　遣　所
2
器 具 置 場

8
自動車ポンプ

6
積　載　車

7
小型動力ポンプ

9
救　急　車

1
指 令 車 等

4
ホイルローダー

2
消 防 水 槽

57
消　火　栓

3
無　線　機

16
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14．教 育 文 化
●　学校の概要 （28． 5 ．1）

●　文化協会（17団体）

●　社会教育・体育施設の状況

学級数

設置年度

栴壇俳句会（1）
鴛泊絵画サークル（1）
日本習字鴛泊支部（1）
写友はまなす（1）
囲碁同好会（1）
南浜獅子神楽保存会（1）
和敬会・一会会・林杜中（茶道）（3）

給 食 開 始　　  昭和48年12月 3 日
給食学校数　　　　　　　　　8校
給 食 人 員　　　　　　　　437人（児童生徒342人　教職員95人）
配　送　車　　　　　　　　　2台
職　　　員　　　　　　　　  11人

南浜獅子神楽
奥の院（利意志利山大権現）
厳島神社
会津藩士の墓
会津藩士の墓
本泊頓宮鳥居
利尻山神社境内
リイシリ運上屋跡
金刀比羅神社本殿
北見神社境内

鬼脇字南浜
鴛泊字本泊
鴛泊字港町
鴛泊字本泊　慈教寺
鴛泊字港町　ペシ岬
鴛泊字本泊
鴛泊字本町
鴛泊字本泊
鬼脇字鬼脇
鬼脇字鬼脇

利尻島郷土資料館
大沢寺鐘楼堂
桐山三四郎顕彰碑
網島貞助顕彰碑
北海道三景の碑
宗谷区務所往書留
栄町キャンプ場遺跡
沼浦湿原
南浜湿原
ラナルド・マクドナルド渡島の地

鬼脇字鬼脇
鬼脇字鬼脇
鬼脇字鬼脇　桐山公園内
鬼脇字鬼脇　北見神社内
鬼脇字鬼脇　北見神社内
鬼脇字鬼脇　郷土資料館内
鴛泊字栄町
鬼脇字沼浦
鬼脇字南浜
鴛泊字野塚

コールひなげし（1）
秀峰翔太鼓（1）
葵流利尻教室（1）
利尻富士粘焼会（1）
手芸サークルどんぐり（1）
利尻雅道会（1）
鬼脇お花愛好家（1）
Let’sダンス（1）

●　体育協会（12団体）
利尻富士町剣道連盟（1）
鴛泊ソフトボール協会（1）
利尻歩くスキーの会（1）
鬼脇パークゴルフ愛好会（1）
鬼脇スキークラブ（1）
鴛泊バドミントン協会（1）

剣道スポーツ少年団（1）
空手スポーツ少年団（1）
野球スポーツ少年団（1）

漁協青年部（1）
商工青年部（1）
青年ボランティアクラブ（1）
ふるさと運動グループ（1）

●　学校給食施設

●　町指定文化財

●　スポーツ少年団（ 5 団体）

●　青年団体（ 4 団体） ●　子育て団体（ 2 団体）

利尻富士町空手愛好会（1）
鴛泊ミニバレーボール愛好会（1）
利尻富士町パークゴルフ協会（1）
鴛泊スキークラブ（1）
利尻富士サッカー協会（1）
利尻富士町軟式野球連盟（1）

利尻サッカー少年団（1）
利尻富士アルペン少年団（1）

面　　積 構　　　造施　設　名
鬼　脇　公　民　館

利尻島郷土資料館

総　合　体　育　館

地 域 青 少 年 会 館

柔　　剣　　道　　場

町営富士見ヶ丘球場

町 営 旭 ヶ 丘 球 場

翔　　　武　　　館

テ ニ ス コ ー ト

鉄骨コンクリート2階建

木造平屋建

鉄骨平屋建

鉄骨平屋建

鉄骨平屋建

鉄骨平屋建

アクリル樹脂（3面）

53

48

53

48

55

56

56

60

60

昭和

男 女
生　　徒　　数

計
職員数学　校　別

鴛　泊　小　学　校
利　尻　小　学　校

6
4

57
20

57
11

114
31

12
9

学級数
男 女
生　　徒　　数

計
教員数学　校　別

鴛　泊　中　学　校
鬼　脇　中　学　校

4
4

22
6

23
11

45
17

13
12

733

430

1,307

495

392

24,700

8,820

596.05

2,223

設置年度 面　　積 構　　　造施　設　名
鴛 泊 ス キ ー 場

鬼 脇 ス キ ー 場

　旭ヶ丘プール（鬼脇）

町営富士見ヶ丘運動広場

桐 山 記 念 公 園

旭ヶ丘パークゴルフ場

　利尻富士温泉プール「湯泳館」

18ホール726ｍ、東屋1　20.25㎡、
管理棟1　59.94㎡
18ホール700ｍ、東屋1　20㎡、
管理棟1　65.61㎡

　　45

　　45

平成 2 

平成 2 

平成 3 

平成 6 

平成 8 

平成17

24,000

24,400

889

14,000

2,588

14,746

9,450

762.176

ふれあいランド生涯スポーツ施設
富士見ヶ丘パークゴルフ場

ヒュッテ162㎡簡易リフト1基

ヒュッテ117㎡簡易リフト1基

鉄骨造平屋建

ベンチ、植物園

鉄筋コンクリート

アンパンマンクラブ（1）
トトロの広場（1）
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町のあゆみ
西　暦 年　号 おもなできごと
１６６９

１６７０

１７３９

１７５０
１７６５

１７７５

１７８４

１７８９

１７９６

１８０３

１８０５

１８０７

１８０８

１８１０

１８２１

１８２２
１８２３
１８２４

1684
　～1687

1818
　～1822

寛文 9 年

寛文10年

貞享年中
元文 4 年

寛延 3 年
明和 2 年

安永 4 年

天明 4 年

寛政元年

寛政 8 年

享和 3 年

文化 2 年

文化 4 年

文化 5 年

文化 7 年

文政 4 年

文政 5 年
文政 6 年
文政 7 年

シャクシヤイン反乱する
松前藩の船、利尻に来て交易して帰る。
利尻に商場あり、アイヌの人達 300 人程
という。
利尻、宗谷アイヌの人達の代表、余市に
おもむき津軽藩士に松前藩の不法な措置
を語る。
松前藩、宗谷場所を開く。
この頃、利尻場所は家老松前内記が預り、
年 100 両を納める。
初代村山伝兵衛、宗谷場所を請負う。
恵比須屋半兵衛、薩船禎祥丸を支配し、
利尻場所を請負う。
飛騨屋久兵衛、宗谷場所を請負う。村山
伝兵衛これを下請し、天明 2 年まで経営
する。
恵比須屋治助、利尻場所を請負う。寛政
元年まで 6 年期。
松前藩、飛騨屋の宗谷場所ほか 3 場所の
請負を免じて藩の直営とし、村山伝兵衛
に差配を命ずる。
村山伝兵衛、宗谷・斜里・樺太 3 場所の
差配を免じられ財産も没収される。
麻疹流行し、利尻・礼文両島アイヌの人
達80～90人死亡。
疱瘡流行し、利尻・礼文両島のアイヌの
人達130人程死亡し、 利尻島のアイヌの
人達は37人に激減する。
幕府蝦夷地全域を直轄とし、松前藩を陸
奥梁川に転封する。
ロシアの武装船、礼文沖で伊達林右衛門
の船の積荷を掠奪し、利尻島本泊に停泊
中の官船万春丸、商船誠竜丸の積荷を奪
い、両船を焼き上陸して運上屋、倉庫な
どを焼払う。
近藤重倉、宗谷まで巡察し、利尻・礼文
のロシア船による被害状況を調べアイヌ
の人達の介抱を行なう。
幕府、会津藩に出兵を命じ、宗谷・利尻
・樺太を警備させる。このとき水腫病に
罹り藩士50余名死亡する。
宗谷・斜里の両場所を柏屋藤野喜近衛外
 2 人に請負わせる。同12年より藤野 1 人
の請負となる。
藤野喜近衛、利尻場所請負人恵比須屋弥
近衛と協議し、宗谷領内のアイヌの人達
を送り、鰊場所を開き漁業を営む。
利尻場所請負人恵比須屋源兵衛、トマリ
運上屋所在地に利意志利権現を勧請する
という。
松前章広、旧領に復帰することを許され、
翌年 5 月松前に帰る。
島内のアイヌの人達戸数28戸人口116人。
柏屋藤野喜兵衛、利尻・礼文場所を請負う。
本泊に奥の院建立。

西　暦 年　号 おもなできごと
１８２５

１８２６

１８２７

１８３０

１８３４

１８３８

１８３９

１８４６

１８４８

１８５４

１８５５

１８５７

１８５９

１８６６

１８６７
１８６８

１８６９

１８７１

文政 8 年

文政 9 年

文政10年

文政13年

天保 5 年

天保 9 年

天保10年

弘化 3 年

嘉永元年

安政元年

安政 2 年

安政 4 年

安政 6 年

慶応 2 年

慶応 3 年
慶応 4 年

明治 2 年

明治 4 年

場所請負藤野喜兵衛、鬼脇に社（のち北
見神社）を創建する。
 3 月　利意志利権現、奥の院へ住吉丸清
　　　六、石燈籠を、支配人阿部喜右衛
　　　門から手水鉢を奉納する。
 3 月　利意志利権現（屯宮）へ支配人阿
　　　部喜右衛門より手洗鉢を奉納。
利意志利権現（奥の院）へ支配人、石の
鳥居を奉納する。
 2 月　場所請負人藤野喜兵衛、鴛泊に弁
　　　財天（厳島神社）を勧請。同年、
　　　住吉丸清六より御影石の鳥居、柏
　　　屋船頭中より釣燈籠を寄進する。
松前藩士今井八九郎、利尻・礼文両島を
測量、図取りする。
利意志利権現（屯宮）へ支配人阿部喜右
衛門、石の鳥居を奉納する。
 8 月　利意志利権現（屯宮）へ柏屋船頭
　　　中から右燈籠を寄進する。
松浦武四郎、カラフトよりの帰途、はじ
めて利尻・礼文を踏査する。
米人ラナルド・マクドナルド利尻に漂着
し、長崎に送られる。
堀織部・村垣範正・猪俣英次郎・安間純
之進らに利尻・礼文を見分させ、幕府に
報告する。
幕府、松前崇広に蝦夷地一円を上知させ、
箱館奉行に支配させる。その警備を奥羽
の諸藩に命ずる。
利尻・礼文・宗谷は秋田藩に警備させる。
金子元右衛門、石崎などに新漁場を開き、
二八取りの方法で漁業を始める。
幕府、蝦夷地を分割し、仙台藩など6藩
に与える。
利尻・礼文・宗谷は秋田藩の領分となる。
秋田藩、利尻・礼文場所の運上金を前年
に引続き引上げ1,414両余とする。
幕府、秋田藩に命じて給地を返還させる。
 4 月　箱館裁判所を設置。
 9 日 8 日明治と改元。
 7 月　開拓使設置。
 8 月15日　蝦夷地を北海道と改称し、11
　　　　　国86郡を置く。
 8 月17日　北海道の分領支配が展開し、
　　　　　利尻郡は、天塩国の 4 郡と共
　　　　　に水戸藩の分領支配となる。
　　　宗谷・枝幸・礼文の 3 郡に金澤藩
　　　に分領される。
 9 月　場所請負制廃止され、柏屋藤野喜
　　　兵衛、請負場所の場所持となる。
　　　柏屋藤野喜兵衛、水戸藩により利
　　　尻の場所持を解かれる。
 7 月　廃藩置県。
 8 月　分領支配廃止され、水戸藩の利尻
　　　郡などの支配終わる。

文政
元～ 5 年
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西　暦 年　号 おもなできごと

１８７２

１８７３

１８７５

１８７６

１８７７

１８７８

明治 5 年

明治 6 年

明治 8 年

明治 9 年

明治10年

明治11年

　　　開拓使による北海道の統一支配始
　　　まる。
12月　開拓使の地方管轄郡を決め、宗谷
　　　は、権判官大山重を主任に任命す
　　　る。
　　　伊達林右衛門を北見国利尻など 4 
　　　郡、天塩国などの漁場持に任命する。
　　　利尻のアイヌの人達の人口44人内
　　　男21人・女23人漁業出稼60軒736人、
　　　男661人・女75人、内越年者103人
　　　（水戸藩調）という。
 9 月　札幌開拓使庁を札幌本庁と改称し、
　　　 5 支庁を置く。
　　　宗谷支庁の管轄区域を北見国 4 郡、
　　　天塩国 6 郡とする。主任官小判官
　　　大山重。
 2 月　支庁を留萌郡に移し、留萌支庁と
　　　改称する。主任官開拓幹事大山重。
 3 月　留萌支庁を廃止、その区域を本庁
　　　管轄とする。
 5 月　樺太・千島交換条約に調印。
 6 月　開拓使大主典佐藤正克、利尻・礼
　　　文二島を巡察する。
　　　鴛泊村に宗谷出張所利尻派出詰所
　　　を置く。
　　　利尻出張病院を宗谷出張病院派出
　　　病院と改める。
　　　北見国各郡に総代を置き、利尻郡
　　　総代に河村市蔵が任命される。
11月　利尻派出詰所を廃し、利尻分署を
　　　置く。
 3 月　漁場持廃止により、鴛泊に渡海取
　　　扱人を置き、宗谷・礼文に公用書
　　　を定期郵送させる。
　　　本泊の利尻山権現社、村社に列し、
　　　利尻山神社となる。
 8 月　暴風雨のため洪水、山崩れあり、
　　　鴛泊で家屋倒壊、児女 2 人死亡。
 9 月　病院の名称を札幌病院利尻出張所
　　　と改める。
　　　北海道を30大区165小区に分ける。
　　　北見国 4 郡は28大区となり、利尻
　　　郡は 4 区となる。
　　　宗谷に区務所、鴛泊にその事務所
　　　を置く。
　　　総代河村市蔵、浦役人を兼ね区の
　　　事務を処理する。
 1 月　利尻分署廃止され、留萌の分署の
　　　管轄となる。
　　　利尻郡総代河村市蔵、数名の児童
　　　に読み・書き・算数の 3 科を教え
　　　る。これが利尻寺子屋教育の始め
　　　である。
10月　利尻郡に鴛泊・石崎・鬼脇・仙法
　　　志・沓形・本泊の 6 村を置く。
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１８８０

１８８１
１８８２

１８８４

１８８５

１８８６

１８８７

１８８８

１８８９

明治13年

明治14年
明治15年

明治17年

明治18年

明治19年

明治20年

明治21年

明治22年

 2 月　利尻郡各村戸長役場を鴛泊に置く。
 5 月　松村喜兵衛、利尻の郵便取締役を
　　　命ぜられる。
 6 月　初代戸長に大村千盛就任。戸数91
　　　戸・人口862人。
 7 月　 5 等郵便局に指定。
 8 月　桐山三四郎、戸長に就任。
 2 月　開拓使を廃し、札幌・函館・根室
　　　の 3 県を置く。
 4 月　官立札幌病院利尻出張所を廃し、
　　　公立病院を鴛泊に設ける。利尻島
　　　郵便局を鴛泊郵便局と改称。
 6 月　戸長役場を鬼脇に移し、鴛泊には
　　　筆生 1 人を置き、事務を扱わせる。
　　　公立病院鬼脇に移り利尻病院とな
　　　る。
　　　利尻・礼文の各村・汽船恵喜丸に補
　　　助金を交付し、定期航海をさせる。
 3 月　鬼脇に利尻学校設置の許可をうけ
　　　る。
 6 月　共同運輸会社に補助し、小樽・増
　　　毛間航路を宗谷・利尻・礼文に延
　　　長させる。
 9 月　三菱・共同運輸会社など合併して、
　　　日本郵船会社を創立、命令定期航
　　　路は10月より日本郵船が運航にあ
　　　たる。
　　　利尻郡学校基本財産として 8 ヶ所
　　　の漁場干場の許可をうける。
 1 月　利尻学校開校する。（宗谷管内で
　　　最初に創設された学校である。）
　　　三県を廃止、北海道庁を置く。
 7 月　利尻郡漁業組合を設置、初代頭取
　　　に網島貞助就任、支部を鴛泊に置
　　　く。
 1 月　鬼脇村に宗谷警察署の分署を置き、
　　　鴛泊村に巡査駐在所を設ける。戸
　　　長桐山三四郎、警部補兼任分署長
　　　を命ぜられる。
 5 月　利尻山神社、鴛泊村に移転許可。
 3 月　日本郵船会社に宗谷・利尻・礼文
　　　・焼尻に夏季月 2 回、定期航海さ
　　　せる。
 8 月　漁業振興資金造成のため、追鰊漁
　　　場 8 ヶ所の貸付を受け共有漁場と
　　　する。
 9 月　宗谷外 3 郡役所、戸長役場・警察
　　　署・郵便局など宗谷より稚内に移
　　　転する。
 2 月　桐山三四郎退職、佐藤武次戸長に
　　　任命される。
11月　鴛泊に利尻小学校の分校を置く。
この年　山形県の人、民谷某鬼脇村ヲタト
　　　マリに12隻の船を回航し、鱈釣り
　　　を始める。本島鱈釣漁業の始め。
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１８９２
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明治28年

明治29年
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 3 月　本泊に利尻小学校の分校を置く。
 9 月　目忍路に利尻小学校の分校を置く。
11月　利尻郡は、鬼脇外 2 村戸長役場と
　　　鴛泊外 2 村戸長役場に分かれる。
　　　鬼脇外 2 村戸数376戸・人口1,837
　　　人、鴛泊外 2 村戸数 362 戸・人口
　　　2,864人。
　　　鬼脇外 2 村戸長に綾部正吉、鴛泊
　　　外 2 村戸長に能條伊之吉任命され
　　　る。
　　　鬼脇・石崎・仙法志・三村漁業組
　　　合より分離し、鴛泊・本泊・沓形・
　　　三村漁業組合を鴛泊村に設置する。
　　　頭取に三上岩蔵就任。
12月　鴛泊村ペシ岬に初めて燈台を設け
　　　る。
10月　鴛泊分校認可を得て鴛泊小学校を
　　　設置する。
　　　本泊分校認可を得て本泊小学校を
　　　設置する。
　　　石崎に利尻小学校の分校を置く。
　　　鬼脇に私設消防魁組を設ける。
 4 月　石崎に請願巡査派出所を置く。
 7 月　鬼脇梶浦貞助方より出火、焼失世
　　　帯35戸・76棟。
11月　雄忠志内に鴛泊尋常小学校の分校
　　　設置。
 3 月　仙法志、 4 月目忍路に請願巡査派
　　　出所を置く。
 1 月　石崎分校特立認可、石崎尋常小学
　　　校となる。
 3 月　鬼脇村に公設の消防組を設ける。
　　　鴛泊尋常小学校に 2 ヶ年制の高等
　　　科を併置する。
　　　陸軍大将野津道貫、鴛泊に上陸し、
　　　島内を視察する。
　　　鴛泊・鬼脇 2 村に森林監守駐在所
　　　を設ける。
 9 月　鴛泊尋常高等小学校、雄忠志内分
　　　校洪水のため流失。
10月　鴛泊尋常高等小学校の高等科 4 年
　　　制となる。
11月　利尻尋常小学校に 3 年制の高等科
　　　を置く。
　　　宗谷外三郡役所を廃止、宗谷支庁
　　　を置く。
　　　沓形村大火、121 戸焼失。
 1 月　利尻・礼文間に海底電信開通する。
　　　雄忠志内分校野塚に校舎新築移転
　　　する。
 6 月　山火発生し10日間延焼、石崎・鬼
　　　脇を経て仙法志村界に及ぶ。
12月　天塩より石崎岬間の海底電信敷設
　　　工事完成。
この年　日本郵船会社に小樽、稚内間航路
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１８９９

１９００

１９０１

１９０２

１９０３

明治32年

明治33年

明治34年

明治35年

明治36年

　　　は夏期は月 4 回、冬期は毎月 1 回
　　　以上航海させ、往復とも増毛・焼
　　　尻・鬼鹿・鴛泊・香深に寄港させ
　　　る。
 1 月　鬼脇・鴛泊漁業組合連合会を結成。
　　　会長桐山三四郎、副会長菊地五郎。
 4 月　鬼脇村清川に道告示より遊廊を設
　　　ける。
　　　稚内区裁判所鴛泊出張所設置。
　　　鴛泊に税関監視所を設置。
 5 月　本泊・富士岬など山火のため人家
　　　 230 戸、本泊小学校も焼失する。
 6 月　鬼脇村目忍路巡査派出所を巡査駐
　　　在所とする。
 7 月　鬼脇に村社、北見神社創設の許可
　　　を得る。
　　　沓形村分村独立、初代戸長上野原
　　　野助就任、戸数515戸・人口2,575人。
12月　鬼脇郵便局、電信事務を開始する。
この年　石崎村に天然痘発生、患者 8 名。
 3 月　鬼脇村に隔離病舎を建設する。
 5 月　野塚に山火発生、延焼して人家殆
　　　ど焼失、雄忠志内分校も焼ける。
 7 月　仙法志村分村、初代戸長渡辺勝太
　　　郎。
　　　戸数 495 戸・人口1,982人。
この年　稚内・鴛泊間電信開通する。
 3 月　鰊泊に石崎尋常小学校の冬期分教
　　　場を設ける。
 7 月　雄忠志内分校独立して雄忠志内尋
　　　常小学校とする。
 8 月　桐山三四郎、第一回道会議員選挙
　　　に当選する。
10月　利尻尋常高等小学校の高等科を 4 
　　　ヶ年制とする。
この年　軍人救護尚武の目的をもって鬼脇、
　　　石崎に奨兵会を設ける。
　　　島内一周道路開設する。
 4 月　利尻郡 4 村に北海道二級町村制施
　　　行。鬼脇村・石崎村を併せて鬼脇
　　　村、鴛泊村・本泊村を併せて鴛泊
　　　村とする。
　　　鬼脇村長原慎吾、鴛泊村長林田則
　　　友、沓形村長南弥八郎、仙法志村
　　　長池田斌太郎任命される。
 5 月　初めて村会議員の選挙行われ、鬼
　　　脇村10人、鴛泊村10人、沓形村 8 
　　　人、仙法志村 8 人の議員当選する。
　　　本泊郵便局開設。
 7 月　目忍路部落大火。48戸46棟焼失。
　　　石崎請願巡査派出所廃止。
 8 月　第 2 回宗谷外 3 郡連合水産品評会
　　　を鬼脇村で開催。
 7 月　利尻郡水産会創立、各村に支部を
　　　置く。水産会長桐山三四郎。
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１９０５
１９０６

１９０７

１９０９

１９１０

１９１１

１９１２

１９１２
１９１３

１９１７
１９１８
１９１９

１９２０

１９２１

１９２３

１９２４

１９２７

明治38年
明治39年

明治40年

明治42年

明治43年

明治44年

明治45年

大正元年
大正 2 年

大正 6 年
大正 7 年
大正 8 年

大正 9 年

大正10年

大正12年

大正13年

昭和 2 年

11月　鬼脇の一戸要吉、初めてタラバ蟹
　　　缶詰を試製し、横浜に送り販売す
　　　る。
この年　鬼脇に上水道布設される。
 4 月　本泊無集配特定郵便局と改称する。
 6 月　石崎巡査駐在所設置。
 9 月　沓形大火169戸焼失。
 2 月　鬼脇市街大火、魁橋両岸の人家焼
　　　失。
 3 月　石崎尋常小学校鰊泊分校、通年開
　　　設許可。
この年　鬼脇のカニ缶詰工場17工場に増加。
　　　（3,700函を製造する。）
12月　雄忠志内尋常小学校、野塚より雄
　　　忠志内に移転する。
11月　漁業法の改正により鴛泊漁業組合
　　　を創立する。
 5 月　鬼脇村清川大火、人家の 9 割焼失
　　　する。
　　　漁業法の改正により鬼脇漁業組合
　　　を創立する。
 5 月　天塩地方の山火で、大熊海を泳ぎ
　　　渡り、二ツ石海岸に上陸、後海上
　　　に出て捕殺される。
 7 月　桐山三四郎の影功碑を建立。
この年　野球・スキーが伝わる。
 3 月　鴛泊水産組合創立、組長西野興市
　　　郎。
 5 月　鬼脇水産組合創立、組長赤坂市三
　　　郎。
 9 月　鬼脇村役場庁舎を 285 番地に新築
　　　移転。
 9 月　日本水難救済会鴛泊救難所設置。
 4 月　教育会設置される。
11月　道路法改正、村の道路に名称が付
　　　く。
この年　児童保護会設立される。
 4 月　鴛泊港着工。
　　　鬼脇地区に電灯がつく。
　　　鰊泊分校、石崎尋常小学校から独
　　　立、鰊泊尋常小学校となる。
この年　鴛泊地区に電灯がつく。
　　　鰊不漁期に入る。
 4 月　鴛泊村、鬼脇村に一級町村制を施
　　　く。
 9 月　雄忠志内大空沢氾濫20戸海へ流出、
　　　死者 6 名。
10月　北海道三景の地に利尻富士一位と
　　　なり、三景の碑北見神社境内に建
　　　立される。
10月　道会議員補欠選挙に塚越忠怒当選
 （大正13年10月12日～昭和 3 年 8 月 9 日）。
この年　第 7 師団長軍司中将来村。
　　　鴛泊巡査部長派出所設置。
 5 月　乗合自動車島内を初めて運行する。
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１９２８

１９２９

１９３１

１９３３

１９３６

１９３７

１９３９
１９４０
１９４３

１９４６

１９４７

１９４８

１９４９

１９５０

１９５２

１９５３
１９５４

１９５５

１９５６

昭和 3 年

昭和 4 年

昭和 6 年

昭和 8 年

昭和11年

昭和12年

昭和14年
昭和15年
昭和18年

昭和21年

昭和22年

昭和23年

昭和24年

昭和25年

昭和27年

昭和28年
昭和29年

昭和30年

昭和31年

　　　（シボレー、Ｔ型フォード定員 5 名）。
 2 月　男子普通選挙制により衆議院議員
　　　選挙、 8 月には、道会議員選挙が
　　　行われる。
 5 月　鬼脇港着工。
 5 月　男子普通選挙制度により鴛泊・鬼
　　　脇両村（ 1 級町村）の村会議員選
　　　挙行われる。定数12人、任期は 4 
　　　年となる。
12月　合同漁業株式会社（鰊漁業）設立
　　　される。
 6 月　佐上北海道庁長官来村。
 9 月　森林を野鼠被害から守るためこの
　　　年より 3 年間イタチ41匹を放す。
 3 月　鴛泊地区に水道が布設される。
 4 月　稚内・鴛泊・香深三角航路始まる。
11月　鴛泊村、字名番地改正する。
 6 月　鬼脇港・鴛泊港竣工。第 3 種港に
　　　指定される。
 1 月　鰊泊郵便局開設。
 8 月　鬼脇村、字名番地改正する。
10月　石崎燈台、軍の要請により建設す
　　　る。
 4 月　選挙管理委員会設置される。
 8 月 1 日　日本国有鉄道との連帯定期航
　　　　　路線として利礼航路開設され
　　　　　る。
 4 月　戦後第 1 回の普通選挙執行され、
　　　鴛泊村長に湯佐定平氏、鬼脇村長
　　　に太田新助氏当選就任する。
　　　鬼脇・鴛泊両中学校設置。
　　　南浜に鬼脇中学校の分校を設ける。
 5 月　旭川司法事務局鴛泊出張所設置さ
　　　れる。
11月10日　ソ連軍用輸送機（乗用 1 名）越
　　　　　境し鴛泊村字富士野に不時着。
 4 月　旭川地方法務局鴛泊出張所と改称
　　　される。
 9 月　道立鬼脇病院開設。
 4 月　石崎に鬼脇中学校の分校を設ける。
 8 月　田中知事来村。
　　　利礼道立自然公園に指定される。
 4 月　分校廃止、石崎中学校となる。
10月 6 日　雄忠志内第 1 種漁港に指定さ
　　　　　れる。
11月24日　本泊第 2 種漁港に指定される。
　　　　　南浜第 1 種漁港に指定される。
 4 月　鴛泊電報電話局開局。
 3 月　鴛泊市街大火。
 5 月　分校廃止、南浜中学校となる。
10月30日　旭浜第 1 種漁港に指定される。
この年　北日本航空セスナ機、初の遊覧飛行
　　　をする。
　　　この年より鰊漁不振となる。
 9 月30日　鬼脇村・鴛泊村合併、東利尻
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１９５７

１９５９

１９６０

１９６２
１９６３

１９６４
１９６５

１９６６

１９６７
１９６８

１９６９

１９７０

１９７１

１９７２

昭和32年

昭和34年

昭和35年

昭和37年
昭和38年

昭和39年
昭和40年

昭和41年

昭和42年
昭和43年

昭和44年

昭和45年

昭和46年

昭和47年

　　　　　村となる。役場所在地を鬼脇
　　　　　に置き、鴛泊に支所を置く。
 9 月　初代村長に柾木久栄氏当選就任す
　　　る。
 7 月　高松宮同妃殿下御来島。
 9 月　利尻郡森林組合設立され、製材工
　　　場できる。
　　　村立鴛泊診療所開設される。
 9 月 1 日　町制を施き、東利尻町となる。
　　　　　役場所在地を鴛泊に移し、鬼
　　　　　脇に支所を置く。
12月　役場庁舎新築。
 6 月　稚内・鴛泊エアータクシー就航
　　　（北日本航空）。
 9 月　沼浦にミンク飼育場できる。
10月　町長に小松為五郎氏就任。
12月　東利尻町商工会設立される。
 8 月　利尻空港開港される。
 7 月　義宮正仁親王殿下御来島。
11月　宗谷支庁合同庁舎鴛泊に設置され
　　　る。
 6 月　鬼脇公民館落成する。
 5 月　鴛泊市街大火29世帯焼失する。
 7 月　利尻・礼文、国定公園の指定を受
　　　ける。
　　　稚内海上保安部鴛泊分室設置され
　　　る。
 7 月　小松町長町長室に於いて倒れ、 7 
　　　月 7 日死亡町葬施行。
 8 月24日　町長に牧野三廣氏就任する。
 5 月　栃内海上保安庁長官来町。（松浦 
　　　周太郎氏同行）
 8 月　森林組合製材工場全焼。
 7 月　馬場検事総長来町。
 6 月　離島、抜海航路始まる。
 9 月　札幌医科大学付属病院臨海研究所
　　　鴛泊に設置される。
　　　開基90年町制10年記念事業行われ
　　　る。
10月　東利尻町保健福祉館落成。
10月　鬼脇支所落成。
12月　鴛泊に総合研修センター落成。
 2 月　流氷群接岸根付漁業被害甚大。
 4 月　稚内・鴛泊間フェリーボート第一
　　　宗谷丸 530ｔ就航する。
10月　鴛泊地区電話ダイヤル化される。
 4 月　鬼脇地区中学校統合される。
 8 月　堂垣内知事来町。
　　　岸　元総理大臣来町。
10月　運上屋跡地に記念碑建立される。
12月　名誉町民条例が制定される。
 5 月　稚内・鴛泊間フェリーボート第二
　　　宗谷丸 988ｔ就航する。
 6 月　鴛泊公衆浴場「こまどり湯」完成。
　　　利尻郡清掃施設組合発足。

西　暦 年　号 おもなできごと

１９７３

１９７４

１９７５

１９７６

１９７７

１９７８

１９７９

１９８０

昭和48年

昭和49年

昭和50年

昭和51年

昭和52年

昭和53年

昭和54年

昭和55年

 9 月　鬼脇中学校屋内体育館完成。
11月　雄忠志内小学校特別教室完成。
12月　鬼脇地域青少年開設落成。
　　　鴛泊老人福祉ホーム落成。
 3 月　東利尻町総合振興計画策定。
　　　大磯にゴミ焼却施設完成。
 4 月　利尻・礼文消防事務組合発足。
　　　利尻郡学校給食組合発足。
 6 月　本泊漁港完成。
 8 月　鬼脇地区集中豪雨により被害出る。
11月　利尻郡学校給食共同調理場完成。
　　　鬼脇「寿の家」完成。
　　　鬼脇に郷土資料館落成。
12月　利尻小学校特別教室完成。
 1 月　鬼脇公衆浴場「みなと湯」完成。
 3 月　二ツ石にし尿処理施設完成。
 5 月　鴛泊、鬼脇港 5 ヵ年計画で着工。
 8 月　札幌・稚内・利尻間に定期航空便
　　　18人乗りツインオッター機就航。
　　　牧野町長任期満了により退任。
　　　町長に笠嶋善太郎氏就任。
 9 月　利尻・礼文・サロベツ、27番目の
　　　国立公園の指定を受ける。
12月　鴛泊診療所新築診療開始。
　　　鴛泊バイパス路線着工。
 4 月　鴛泊幼稚園開園。
　　　名誉町民松尾重吉氏死去町葬執行。
 8 月　堂垣内知事一行来町。
　　　鬼脇地区電話ダイヤル化される。
 9 月　利尻小学校屋内体育館完成。
10月　鬼脇歯科診療所完成。
 3 月　利尻空港道に移管される。
10月　旭浜・鰊泊・雄忠志内簡易水道施
　　　設完成。
12月　小樽－利礼航路定期貨客船新おた
　　　る丸礼文嶋金田附近で座礁。
 5 月　小樽－利礼間第 5 むろと丸（365t）
　　　就航。
 6 月　利尻島自然休養林オープン。
 7 月　鬼脇歯科診療所医師常駐。
 8 月　公明党竹入委員長来町。
12月　東利尻町総合体育館落成。
　　　鬼脇公民館落成。
 6 月　鴛泊簡易水道拡張事業着手。
10月　鴛泊バイパス路線完成。
12月　鬼脇漁組製氷冷蔵施設落成。
　　　消防東利尻支署庁舎落成。
10月　鴛泊火葬場落成。
12月　東利尻町柔剣道場落成。
　　　雄忠志内小学校全面改築落成。
　　　特別養護老人ホーム落成。
　　　東利尻町新総合振興計画策定。
 4 月　特別養護老人ホーム「秀峰園」開
　　　園。
 9 月　開基100年記念式典行われる。
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１９８１

１９８２

１９８３

昭和56年

昭和57年

昭和58年

　　　堂垣内知事一行来町。
　　　鴛泊に利尻島開発総合センター着
　　　工。
11月　町営野球場完成。
12月　利尻小学校校舎全面改築落成。
　　　鴛泊簡易水道拡張事業完了。
　　　生活排水処理施設完成。
　　　低気圧接近による波浪のため湾内
　　　道路決壊家屋浸水被害受ける。
　　　漁船上架施設完成。
 5 月　第 7 宗谷丸就航。
　　　稚内市、東利尻町交流懇談会開催。
 6 月　小樽・利礼間に1000ｔ型フェリー
　　　小樽丸就航。
　　　開基 100 年記念タイムカプセル埋
　　　設。
 9 月　利尻島開発総合センター落成。
11月　利尻島灯油備蓄タンク完成。
　　　雄忠志内さけ、ますふ化施設落成。
　　　さけ発眼卵導入（ 430 万粒）
12月　低気圧接近による、波浪のため、
　　　湾内道路被害受ける。
　　　本泊保育所竣工祝賀会。
　　　東利尻町老人福祉寮ふじの荘落成
　　　式。
 5 月　さけ・ますふ化場落成。
　　　さけ稚魚放流。
 6 月　松野北海道開発庁長官来町。
 7 月　ＮＨＫ全国生中継放送で利尻島を
　　　紹介。
　　　箕輪郵政大臣来町。
 8 月　笠嶋町長任期満了により退任。
　　　町長に安達敏夫氏就任。
　　　助役に石川透氏就任。
10月　消防鬼脇分遺所完成。
11月　鴛泊臨港公園完成。
 2 月　鴛泊港フェリーターミナル竣工。
 3 月　総合により南浜・石崎・鰊泊小学
　　　校廃校。
 4 月　利礼地域さけます資源増大対策協
　　　議会設立。
 5 月　さけ稚魚放流（497万尾）。
 6 月　鴛泊港フェリーターミナル落成オ
　　　ープン。
 8 月　鴛泊漁業協同組合事務所及び荷捌
　　　施設上棟式。
 9 月　大韓航空機遭難対策東利尻町連絡
　　　本部設置。
11月　南浜地区水道完成。
　　　富士岬稲荷神社落成。
12月　利尻・礼文消防事務組合消防庁舎
　　　落成。
　　　鬼脇中学校校舎落成。
　　　杉中歯科医師叙勲受章記念祝賀会。
　　　鎌田兼蔵氏（元第 1 消防団長）叙

西　暦 年　号 おもなできごと

１９８４

１９８５

１９８６

昭和59年

昭和60年

昭和61年

　　　勲伝達祝賀会。
　　　稚内警察署鴛泊警察官駐在所落成。
 2 月　道民スポーツ宗谷冬季大会（鬼脇
　　　石山スキー場）。
 3 月　流氷接岸につき根付漁業被害甚大。
　　　鴛泊漁業協同組合事務所及び稲荷
　　　施設落成。
 4 月　サハリン州との友好姉妹町懸案事
　　　項陳情のためソビエト連邦共和国
　　　ハバロフスク市へ（安達町長、長
　　　岡議員）。
 5 月　第10宗谷丸（ 1,554ｔ）就航。
　　　公明党議員団流氷被害調査のため
　　　来町。
　　　利尻ロータリークラブ認証式。
　　　町民プール地鎮祭。
　　　衆議院議員五十嵐広三氏一行流氷
　　　被害のため来町。
 7 月　前田富七郎氏黄綬褒章祝賀会。
　　　北海道知事横路孝弘氏来島（利礼
　　　三町対話集会）。
 8 月　町民プールオープン。
 9 月　金崎船揚場落成祝賀会。
10月　宗谷支庁所管区域・北海道議会議
　　　員補欠選挙実施東利尻町出身湯佐
　　　利夫氏当選。
　　　鬼脇保育所設立30周年記念式典。
　　　雄忠志内寿川に角型ラセン魚道完
　　　成。
11月　利尻空港ターミナル竣工式。
 1 月　流氷全町区域に接岸。
 3 月　流氷対策協議会設置。
 6 月　沼浦休憩舎オープン。
　　　全道水難救済会救助訓練挙行。
　　　青色申告と振替納税の町宣言。
 7 月　河本北海道開発庁長官来町。
　　　全国名水百選に「甘露泉水」選定
　　　される。
 8 月　利尻小学校開校 100 年記念式典。
　　　利尻山頂神社ヘリコプターにて遷
　　　座される。
 9 月　町営テニスコートオープン。
10月　朝日新聞社主催の北海道自然百選
　　　に「利尻島」選定される。
　　　高齢者生産活動施設（ビニールハ
　　　ウス）開始。
　　　雄忠志内寿川に鮭回帰2,320尾。
　　　東利尻町行政改革推進委員会設置。
11月　鴛泊郵便局新局舎オープン。
　　　前町長笠嶋善太郎氏勲五等双光旭
　　　日章叙勲される。
12月　柔剣道場オープン。
 4 月　森林浴の森日本百選に「利尻島自
　　　然休養林」選定される。
 5 月　戸籍書庫鬼脇分を本庁に移動。
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１９８７

１９８８

１９８９

１９９０

昭和62年

昭和63年

昭和64年
平成元年

平成 2 年

　　　「甘露泉水保存会」設立。
　　　「日本最北端の名水とサケで活き
　　　づく利尻島運動設立」。
　　　第11宗谷丸（2,000t）就航。
　　　古賀北海道開発庁長官来町。
 6 月　第11回北海道キャスター倶楽部全
　　　道磯釣選手権開催。
 8 月　町長選挙告示安達敏夫氏無投票当
　　　選（二期目）。
　　　利尻山避難小屋改築。
　　　浩宮徳仁親王殿下ご来町。
　　　殿下、利尻山を御登山（鴛泊コー
　　　ス～沓形コース）。
 9 月　収入役に岡本周作氏就任。
 1 月　宗谷支庁鴛泊合同庁舎落成。
 2 月　第 1 回りしり寒歓まつり開催。
 5 月　北海道大学生 2 名利尻山遭難遺体
　　　発見。
 6 月　柿澤弘治運輸政務次官来町。
　　　綿貫北海道開発庁長官来町。
 7 月　害虫（アワヨトウ）異常発生。
 9 月　第 1 回利尻あきあじ祭開催。
10月　フィールドアスレチックオープン。
11月　鴛泊スキー場ヒュッテオープン。
 3 月　東利尻町発展計画策定。
 5 月　交通事故死ゼロ1,000日達成。
 6 月　中山郵政大臣来町。
 7 月　日輝会　三上会長外写生会。
　　　手を結ぶ利尻・屋久の会締結式。
　　　ＮＨＫ全国放送で、利尻島を 3 日
　　　間特集放映。
 9 月　第 1 回防犯交通安全さわやか駅伝
　　　大会開催。
12月　鴛泊スキー場夜間照明灯完成。
 1 月　昭和天皇崩御。
 1 月 8 日　新元号「平成」となる。
 6 月　ニュー宗谷（3,200t）就航。
　　　ふれあいランド公園オープン。
 8 月　鴛泊小学校開校 100 周年記念式典
　　　及び祝賀会。
　　　宗谷教育年親子ふるさと広場開催。
　　　故山田松一氏特旨叙位伝達。
　　　故田澤實氏特別叙勲伝達。
 9 月　第44回国民体育大会東利尻町大会
　　　旗炬火「最北の火」リレー。
　　　石崎アフトロマナイ川、清川、豊
　　　仙沢川から大雨により土砂流出。
10月　鴛泊中学校校舎落成式。
　　　株式会社中田組紺綬褒章伝達。
 1 月　地下資源調査所一行来町。
 5 月　利尻山南稜Ｐ 2 付近にて京大生滑
　　　落死。
 6 月　東利尻町カルチャーセンター落成
　　　式。
　　　日輝会美術館設置町サミット開催。
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１９９１

１９９２

１９９３

平成 3 年

平成 4 年

平成 5 年

 7 月　北海道警察音楽隊来町し、両市外
　　　パレード及び、ふれあいコンサー
　　　ト開催。　　　
　　　ふれあい広場，90東利尻開催。
　　　大雨により石崎アフトロマナイ川、
　　　清川、豊仙沢川から土砂流入、前
　　　年に重なり水産資源に被害甚大。
 8 月　東利尻町長選挙。現職安達敏夫氏
　　　無投票により歴代初の 3 選。
　　　鬼脇支所に稚内信用金庫東利尻支
　　　店のＣＤ機設置される。
　　　本泊小学校開校100周年記念式典。
　　　利尻島一周ふれあいサイクリング
　　　大会開催。
 9 月30日　開基 110 年及び町名変更記念
　　　　　式典挙行。
　　　　　東利尻町から利尻富士町に。
11月　中北最教氏叙勲伝達。
 2 月　交通事故死ゼロ継続記念2,000日
　　　達成。知事、稚内警察署長等より
　　　表彰状伝達。
　　　鬼脇保育所、鬼脇町民プール落成
　　　祝賀会。
 6 月　谷北海道開発庁長官来町。
　　　横路北海道知事来町。
　　　利尻富士町富士見ヶ丘運動広場オ
　　　ープン。
　　　奥寺康彦氏来町（講演及びサッカ
　　　ー教室開催）。
 9 月　鴛泊市街地街路灯点灯式。
10月　北海道・東北富士サミット開催。
11月　本泊漁港大磯分港着工式並びに祝
　　　賀会開催。
12月　明大生 2 名利尻山東稜から滑落遭
　　　難（ 1 名は自力下山）対策本部設
　　　置。
 1 月　明大生捜索中、別パーティの遭難
　　　発生。札幌ピオレ山の会員 2 名。
　　　合同捜査本部設置。ピオレ山の会
　　　員 1 名の遺体発見、収容。
 5 月　3,200ｔフェリー「クィーン宗谷」
　　　就航祝賀会。
 6 月　天塩港開港記念式（天塩町）開催
　　　される。
 7 月　道警白バイ隊来町。デモパレード
　　　開催。
10月　利尻空港施設変更公聴会開催。
12月　南浜獅子神楽入魂式。
 1 月　元旦の新年交礼会を廃止し、水産、
　　　観光振興、生活福祉新春座談会開
　　　催。
 4 月　利尻空港拡張工事始まる。現在滑
　　　走路800ｍを1,800ｍに。（完成予定
　　　平成 9 年度）
　　　交通事故死ゼロ2,809日でストップ。
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１９９４

１９９５

１９９６

１９９７

平成 6 年

平成 7 年

平成 8 年

成 9 年

 5 月　利尻郡清掃施設組合ごみ処理焼却
　　　場竣工式典。
 7 月　北海道南西沖地震による大津波警
　　　報発令。重要警戒体制とる。
 8 月　「ふるさとの富士グランプリ展」
　　　入賞表彰式開催。
12月　小樽・利礼航路閉航式（利尻町）
 1 月　屋久町町内一周駅伝競走会に本町
　　　青年参加する。
 5 月　利尻山神社御遷座100周年。
 6 月　鬼脇郵便局新局舎落成記念式典。
 7 月　利尻山避難小屋場所を変更し改築。
　　　エアーニッポンからエアー北海道
　　　に会社が引継がれ初便就航記念式
　　　典開催される。
 8 月　富士山カップ全国少年サッカー大
　　　会（静岡県富士宮市）に本町サッ
　　　カー少年団参加、交流を深める。
　　　社会保険庁長官来町。
　　　雄忠志内小学校開校百年記念式典
　　　挙行される。
　　　利尻富士町長選挙。現職安達敏夫
　　　氏無投票により 4 選。
10月　北海道東方沖地震発生。津波対策
　　　本部設置される。各漁場等被害な
　　　し。
　　　暴風雨波浪警報発令。各地区の民
　　　家・漁船等に被害有。
12月　鬼脇火葬場竣工式。
 1 月　役場新庁舎建設用地富士野に決定。
 2 月　野塚～二石に流氷接岸が観測。
 3 月　新造船プリンス宗谷就航。
11月　強風により民家・姫沼周辺の立木
　　　に被害有（国有林、民有林内多数
　　　倒木）
 4 月　デイサービスセンター・総合交流
　　　促進施設「北のしーま」竣工
 6 月　北海道と「北海道消防防災ヘリコ
　　　プター応援協定」締結
 7 月　本泊地区において死亡交通事故発
　　　生（死亡事故ゼロ記録1,049日でス
　　　トップ）。
 9 月　二石自治会館落成式。
10月　ラナルド・マクドナルド記念碑建
　　　立除幕式。
 2 月　野塚木谷喜代治（88歳）に高齢者
　　　叙勲伝達（勲六等瑞宝章）。
 3 月　鰊泊郵便局廃止（創設昭和14年 1 
　　　月・廃止平成 9 年 3 月29日付）。
 6 月　アインス宗谷就航。
 6 ～ 7 月　山岳遭難相次ぐ（ 2 件） 9 合
　　　　　目付近。
 8 月　小渕恵三氏来庁。
 9 月　初の住民防災訓練（本泊、沼浦地区）
10月　鴛泊・鬼脇中学校開校50周年記念
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　　　式典（10月11日・10月14日）。
11月　鴛泊診療所に林秉河医師着任。
 3 月　利尻富士町まちづくり総合計画策
　　　定。
 4 月　火葬場周辺より野火発生延焼（全
　　　島消防団要請）。
 5 月　利尻富士温泉保養施設竣工（ 5 月
　　　 1 日）
 6 月　野中自治会館新築竣工式。
 7 月　故道貝譲氏に特別叙勲伝達。
　　　衆議院議員通常選挙　投票率86.74
　　　％で管内第 1 位、全道市町村でも
　　　第 2 位となる。
 8 月　利尻富士町長選挙。現職安達敏夫
　　　氏無投票により 5 選。
 9 月　助役に国分守雄氏就任。
10月　収入役に一戸恭治氏就任。
 2 月　工藤由太郎氏叙勲受章祝賀会、並
　　　びに工藤由太郎氏、菅原喜三氏、
　　　松尾哲夫氏名誉町民称号贈呈式。
 3 月　雄忠志内小学校閉校式並びに閉校
　　　記念感謝会。
　　　山岳救助 2 件発生（神奈川県  男性、
　　　東京都  男性）道警ヘリにより救出、
　　　（京都府  男性）救助隊により救出。
 4 月　新庁舎落成式（一般公開）。
 5 月　利尻富士温泉入浴者10万人達成記
　　　念。
 6 月　利尻空港ジェット化により利尻－
　　　千歳線（ 6 ～ 8 月）運航される。
　　　利尻空港開港記念行事（ 6 月 1 日）。
 8 月　鬼脇地区で大雨による床下浸水が
　　　発生。
 9 月　台風18号による被害発生、道道（港
　　　町～湾内地区）土砂崩れのため通
　　　行止。
 1 月　名誉町民工藤由太郎氏死去町葬執
　　　行。
　　　商工会青年部30周年記念式典。
 5 月　山岳滑落事故発生（札幌市  男性）
　　　道警ヘリにより救出。
　　　死亡交通事故発生（鴛泊字大磯、
　　　利尻町男女 2 名死亡）事故死ゼロ
　　　1,407日でストップ。
 6 月　利尻富士温泉保養施設20万人達成。
　　　山岳遭難発生（高知県  女性）救助
　　　隊により救出。
　　　利尻島老人保健施設竣工。
 7 月　山岳救助発生（栃木県  男性）救助
　　　隊により救出。
 9 月　利尻－千歳間（ＡＮＫ）搭乗 3 万
　　　人達成記念。
　　　120年記念式典挙行。
 2 月　鴛泊字大磯、南保宅倉庫火災。
 4 月　旅客船フィルイーズ宗谷就航。
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 6 月　山岳救助発生（千葉県  女性）道警
　　　ヘリにより救出。
　　　利尻富士温泉入浴者30万人達成。
　　　木村豊美氏叙勲伝達式。
 7 月　山岳救助 3 件発生（長崎県  女性、
　　　東京都  男性、千葉県  男性） 3 件
　　　とも救助隊により救出。。
11月　利尻富士町長選挙、前教育長𠮷田
　　　勤氏当選。
12月　グループリビング施設「ふじの荘」
　　　竣工。
 1 月　富士岬地区水道漏水事故のため大
　　　磯～湾内地区まで断水。
 3 月　鬼脇福祉の家落成（ 3 月 4 日）。
 6 月　故長岡俊彦氏特別叙勲、岡本倉治
　　　氏高齢者叙勲伝達式（ 6 月 5 日）。
 7 月　利尻富士温泉入浴者40万人達成。
　　　ヘリコプターによりトイレブース
　　　設置（利尻山 6 合目及び 9 合目）。
　　　関西空港チャーター便初便就航
　　　（ 7 月21日）。
10月　蓄養殖施設落成（10月17日）。
11月　前利尻富士町長安達敏夫氏名誉町
　　　民称号贈呈式（11月 3 日）。
　　　鴛泊字雄忠志内にベリーズ船籍ロ
　　　シア船チョウン号（256t）座礁。
12月　安田実氏叙勲伝達式（12月 2 日）。
　　　鬼脇駐在所落成式（12月 7 日）。
 1 月　冬山山岳遭難発生（兵庫県  男性、
　　　茨城県  男性）道警ヘリにより救出。
 2 月　交通事故死ゼロ1,000日達成（ 2 月
　　　 3 日）。
　　　水道管漏水のため大磯～富士岬地
　　　区 2 日間にわたり断水。消防タン
　　　ク車による給水作業を行う。
 3 月　ＡＤＫエアー北海道 3 月31日廃止。
 4 月　Ａ－ＮＥＴ新千歳－利尻間　初便
　　　就航。
　　　ボレアース宗谷就航（ 4 月28日）。
 5 月　鴛泊診療所長に吉田耕氏着任。
　　　高橋知事来島、「まちかど対話」開
　　　催。
　　　名誉町民菅原喜三氏逝去、町葬執
　　　行。
 6 月　客船飛鳥寄港。
 7 月　故菅原喜三氏特別叙勲伝達式。
　　　利尻富士温泉入浴者50万人達成。
　　　道警音楽隊カラーガード隊来町。
　　　山岳救助発生（札幌市  男性）道警
　　　ヘリにて救助。
　　　客船にっぽん丸寄港。
 9 月　ペシ岬中腹にロータリー憩いの広
　　　場並びに会津藩士碑移転完成。
　　　ＡＮＫチャーター便就航（名古屋）。
10月　利尻町、利尻富士町任意合併協議

　　　会設立。
11月　富士野地区廃車より火災発生。
12月　海難事故発生（町内  男性）行方不
　　　明。
 2 月　大磯地区にて死亡交通事故発生。
　　　死亡事故ゼロ記録1,370日でスト
　　　ップ。
　　　任意合併協議会に礼文町加入。
 4 月　山岳救助発生（稚内市  男性）道警
　　　ヘリにより救出。
 6 月　客船飛鳥、にっぽん丸寄港。
　　　任意合併協議会から礼文町脱退。
 7 月　山岳救助発生（愛知県  女性）防災
　　　ヘリにより救出。
　　　吉田茂夫氏叙勲伝達式。
 8 月　海難事故発生（町内  男性）死亡。
　　　金崎地区住宅にて火災発生。
　　　利尻富士温泉入浴者60万人達成。
 9 月　利尻町、利尻富士町任意合併協議
　　　会解散。
11月　海難事故発生（町内  男性）行方不
　　　明。
　　　名誉町民　安達敏夫氏逝去、町葬
　　　執行。
 4 月　利尻郡学校給食組合落成式。
 5 月　利尻島ファミリーキャンプ場「ゆ
　　　～に」オープン。
 6 月　山岳遭難発生（静岡県  男性）防災
　　　ヘリにより救出。
 7 月　にっぽん丸寄港。
 8 月　交通死亡事故発生、事故死ゼロ546
　　　日でストップ。
 9 月　温泉プール「湯泳館」落成式。
　　　本泊地区車輌より火災発生（男性
　　　死亡）。
11月　利尻富士町長選挙、無投票で𠮷田
　　　勤氏当選（ 2 期目）、利尻富士町議
　　　会議員選挙。
 1 月　燃油高に伴い、フェリー運賃（100
　　　円）値上げ。
 2 月　利尻富士温泉入浴者70万人達成。
 3 月　一戸収入役、白坂教育長退任。
　　　鰊泊地区住宅より火災発生。
 6 月　菅原昇氏褒章伝達式。
 7 月　山岳救助発生（栃木県  男性）防災
　　　ヘリにより救出。
11月　津波注意報発令。
12月　海難事故発生（町内  男性）行方不
　　　明。
　　　西村禎夫氏藍綬褒章伝達式。
　　　北海道・株式会社セイコーマート
　　　と「災害時における物資の供給等
　　　防災に関する協力協定」締結。
 1 月　千島列島沖地震（M 8. 2 ）による
　　　北海道沿岸北部に津波注意報発令。
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　　　鴛泊診療所長に田中秀徳氏着任。
 4 月　栗原利一氏叙勲伝達。
 5 月　旭川地方法務局利尻出張所業務終了。
 6 月　常陸宮正仁親王同妃両殿下ご来島。
 7 月　山岳遭難発生（東京都  男性）道警
　　　ヘリにより救出（死亡確認）。
　　　交通事故死ゼロ700日達成。
 8 月　高橋はるみ北海道知事来島
　　　山岳遭難発生（東京都  男性）道警
　　　ヘリ捜索・自衛隊要請（死亡確認）。
 9 月　山岳遭難発生（大阪府  男性）警察
　　　により無事発見。
　　　利尻高等学校50周年記念式典、祝
　　　賀会開催。
　　　利尻富士温泉入浴者80万人達成。
　　　土砂災害発生（ヤムナイ沢、アフト
　　　ロマナイ沢）石崎～清川地区通行
　　　止め。
11月　富士岬、本泊、大磯地区落雷によ
　　　る被害。
 1 月　利尻漁業協同組合発足（島内 4 漁
　　　協統合）。
　　　沼浦海岸に無国籍船デルベント号
　　（602t）座礁。
 3 月　利尻富士町新まちづくり総合計画
　　　策定（H20～29）。
　　　本泊保育所閉所式。
　　　鴛泊幼稚園閉園式。
 5 月　サイプリア宗谷（3555t）就航
　　　鴛泊診療所長に高島一之氏着任。
　　　交通事故死ゼロ1,000日達成。
　　　鬼脇下水道浄化センターオープン。
 6 月　山岳救助発生（青森県  男性）救助
　　　隊により救出。
　　　日本郵便株式会社　鴛泊郵便局と
　　　「地域防災協定」締結。
　　　北海道・北海道市長会・北海道町
　　　村会と「災害時における北海道及
　　　び市町村相互の応援に関する協定」
　　　締結。
 7 月　高橋はるみ北海道知事来島（座礁
　　　船デルベント号視察）。
　　　燃料高騰による全国一斉休漁。
 8 月　自民党離島振興委員会一行来島、
　　　視察。
　　　会津藩北方警備200周年記念事業。
　　　利尻島一周ふれあいサイクリング
　　　交流会（前夜祭）開催～第20回大会
 2 月　故五十嵐修氏特別叙勲伝達。
　　　京谷淳悦議会議長逝去、利尻富士
　　　町議会葬執行。
 4 月　利尻富士町建設協会と「利尻富士
　　　町所管公共土木施設にかかる災害
　　　時の協力体制に関する協定」締結。
　　　富士岬地区住宅にて火災発生。

 5 月　故京谷淳悦氏特旨叙位特別叙勲伝
　　　達。
　　　身元不明遺体発見（ポン山）。
 6 月　日輝会会員利尻島観光とスケッチ。
 7 月　小泉純一郎元総理大臣来島、歓迎
　　　の集い。
　　　名誉町民松尾哲雄氏逝去、利尻富
　　　士町葬執行。
　　　沼浦地区車両にて火災発生。
 8 月　山岳救助発生（町内  女性）防災ヘ
　　　リにより救出。
 9 月　総務省主催地デジ説明会開催。
　　　交通事故死ゼロ1,500日達成。
10月　港町地区住宅にて火災発生。
11月　利尻富士町長選挙、無投票で𠮷田
　　　勤氏当選（ 3 期目）利尻富士町議会
　　　議員選挙 長岡議長就任。
　　　利尻町・利尻富士町・礼文町 地域
　　　情報通信基盤整備事業委託に関す
　　　る連携調印式。
12月　利尻富士温泉入浴者90万人達成。
　　　福岡利二氏叙勲受章祝賀会。
 2 月　稚内－鬼脇－天塩航路試験運航。
 3 月　防災拠点施設　鬼脇支所・鬼脇歯
　　　科診療所落成式。
　　　北海道コカ・コーラボトリング株
　　　式会社と「災害対応型自動販売機
　　　による協働事業に関する協定」締
　　　結。
 5 月　北海道開発局と「北海道地方にお
　　　ける災害時の応援に関する申し合
　　　わせ」締結
 6 月　高橋はるみ北海道知事来島。
　　　地デジ受信相談会・説明会。
　　　座礁船デルベント号裁判判決。
 7 月　JAより公用車寄贈（スズキ　スイ
　　　フト）。
　　　山岳救助発生（京都府  男性）救助
　　　隊により救出。
 8 月　空手スポーツ少年団全国大会出場。
　　　NHK「今日の料理」ロケ来島、三國
　　　清三氏ほか。
 9 月　故川村猛喜氏特旨叙位特別叙勲伝
　　　達。
　　　開町130年・町名変更20年記念式
　　　典並びに祝賀会。
10月　北海道エルピーガス災害対策協議
　　　会と「災害時におけるLPガス供給
　　　の協力に関する協定」締結。
 1 月　ふるさと祭り2011全国ご当地どん
　　　ぶり選手権にて、「うにめし丼」が
　　　グランプリ受賞。
　　　交通事故死ゼロ2,000日達成。
 2 月　利尻富士町総合交流促進施設「り
　　　ぷら」落成記念式典。
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 3 月　東日本大震災発生（M 9. 0 ）。
　　　加藤清美氏叙勲伝達
 4 月　町内光ブロードバンド網整備に伴
　　　い利尻富士町情報通信基盤施設（IP
　　　告知端末等）運用開始。
 5 月　渡邊眞氏叙勲伝達。
 6 月　山岳救助発生（兵庫県  男性）道警
　　　ヘリにより救出。
　　　二石地区住宅にて火災発生。
 7 月　飛鳥Ⅱ寄港。
　　　山岳救助発生（横浜市  男性）救助
　　　隊により救出。
 9 月　りぷらにて映画上映会（ブッダ）。
　　　利尻空港「空の日」フェスタ開催。
　　　ANA最終便見送セレモニー。
10月　HAC初便就航セレモニー。
　　　映画「北のカナリアたち」ロケ支
　　　援の会設立。
11月　映画「北のカナリアたち」利尻島
　　　ロケ開始。
　　　故栗原利一氏特旨叙位叙勲伝達。
　　　石川透氏・川口正治氏・野上智氏
　　　叙勲伝達。
12月　入井與一郎氏叙勲伝達。
　　　秀峰園スプリンクラー整備工事。
 1 月　栄町地区倉庫にて火災発生。
 3 月　本泊小学校閉校式。
 6 月　田村勝秀氏叙勲伝達。
　　　野塚地区住宅にて火災発生。
　　　山岳救助発生（東京都  男性）防災
　　　ヘリにより救出。
　　　野塚地区で交通事故死発生。死亡
　　　事故ゼロ記録2,499日でストップ。
 7 月　温泉100万人達成記念セレモニー。
 8 月　利尻空港開港50週年。
　　　鴛泊港新フェリーターミナル着工式。
　　　山岳救助発生（埼玉県  男性）道警
　　　ヘリにより救出（死亡確認）。
　　　富士岬地区住宅にて火災発生。
10月　故泉幸雄氏特別叙勲伝達。
　　　二石地区車両にて火災発生。
11月　りぷらにて映画上映会（北のカナ
　　　リアたち）
12月　岡本周作氏叙勲伝達。
 1 月　岡本周作氏叙勲受章祝賀会。
 7 月　自衛隊名寄駐屯地より車椅子寄贈。
　　　一般財団法人　北海道電気保安協
　　　会と「災害時協力協定」締結。
　　　山岳救助発生（仙台市  男性）防災
　　　ヘリにより救出。
 8 月　海上自衛隊ミサイル艇「わかたか」
　　　入港・一般公開。
　　　JALチャーター便表敬。
　　　富士野地区倉庫にて火災発生。
 9 月　大磯・本泊・富士岬・清川地区防

　　　災訓練。
　　　旭川方面稚内警察署と「暴力団の
　　　排除に関する合意書」締結。
　　　りぷらにて北海道警察音楽隊・カ
　　　ラーガード隊演奏。
10月　利尻富士町長選挙、無投票で田村
　　　祥三氏当選　利尻富士町議会議員
　　　選挙 前田議長就任。
　　　りぷらにて自衛隊演奏会。
11月　菊地喜助氏叙勲伝達。
　　　𠮷田勤町長退任、田村祥三町長登
　　　庁、副町長に吉田幹也氏就任。
 1 月　鴛泊港が「みなとオアシスりしり
　　　とう・おしどまり」に登録（北海
　　　道7港目）。
 2 月　高橋はるみ北海道知事来島（寒歓
　　　まつり視察）。
 3 月　鴛泊港フェリーターミナル「海の
　　　駅おしどまり」供用式典・供用開
　　　始、鴛泊港が「りしりとう・おし
　　　どまり　海の駅」に認定（北海道
　　　で6港目）。
　　　北海道財務局・北海道・北海道市
　　　長会・北海道町村会と「災害時の
　　　応援に関する協定」締結。
 5 月　本町地区住宅にて火災発生。
 6 月　利尻礼文サロベツ国立公園40週年
　　　記念　利尻環境フォーラム。
　　　日本赤十字より赤十字車寄贈。
　　　富士岬地区住宅にて火災発生。
 7 月　鴛泊港にて第 1 回みなとビアガー
　　　デン開催。
　　　飛鳥Ⅱ寄港。
　　　護衛艦はたかぜ入港。
　　　山岳救助 2 件発生（兵庫県  女性）
　　　防災ヘリにより救出。（東京都  女
　　　性）道警ヘリにより救出。
　　　栄町地区店舗にて火災発生。
 8 月　富士岬地区住宅にて火災発生。
　　　りぷらにて映画上映会（ブッタ２・
　　　スパイダーマン）。
　　　「平成26年 8 月 台風11号」による
　　　被害（土木被害 6 件・水産被害 1 
　　　件・林業被害 1 件。
　　　「平成26年 8 月22日からの大雨」
　　　による50年に 1 度の大雨被害（避
　　　難勧告発令・土木被害 6 件・水産
　　　被害 1 件・林業被害 1 件）。
　　　高橋はるみ北海道知事来島（大雨
　　　被害視察）。
10月　「グレートトラバース　日本百名
　　　山　一筆書き」にて利尻山で田中
　　　陽希氏登頂ゴール達成。
 1 月　「平成27年 1 月 1 日からの暴風雪」
　　　による被害（非住家被害 1 棟・土
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　　　木被害 3 件・水産被害 2 件～鴛泊
　　　港島防波堤ケーソン破損）。
 3 月　利尻富士町地域防災計画策定。
　　　交通死亡事故死ゼロ1,000日達成。
　　　湾内地区住宅にて火災発生。
 4 月　沼浦地区で交通事故死発生。死亡
　　　事故ゼロ記録1,035日でストップ。
　　　利尻島老人保健施設保安電源改修
　　　工事。
 5 月　𠮷田勤氏叙勲伝達
　　　利尻空港線花じゅうたんプロジェ
　　　クト初開催。
　　　道道一部供用開始（港町一部：全
　　　長419m）。
 6 月　海上自衛隊ミサイル艇「わかたか」
　　　入港・一般公開。
　　　𠮷田勤氏叙勲受章祝賀会。
　　　白坂右氏叙勲伝達。
 7 月　鴛泊診療所長に安達正士氏着任。
　　　利尻富士町健康体操完成発表会。
　　　ペシ岬鴛泊灯台一般公開。
　　　山岳イベント　利尻山岳大使に佐
　　　々木大輔氏任命。
 8 月　TVH開局。
　　　故髙橋滿氏特別叙勲伝達。
　　　利尻漁業協同組合と「災害時にお
　　　ける物資の供給等に関する協定書」
　　　締結。
　　　山岳事故発生（大阪府  男性）道警
　　　ヘリにより救出。
 9 月　海上保安庁巡視船れぶん一般公開。
10月　「平成27年10月 1 日からの暴風・
　　　高波」による被害（住家被害26世
　　　帯・非住家被害155棟・土木被害
　　　 4 件・水産被害 7 件～町内停電）
11月　一般財団法人　旭川地区トラック
　　　協会と「災害時等における物資の
　　　緊急・救援輸送に関する協定」締
　　　結。
　　　利尻富士町の日本ハムファイター
　　　ズ応援大使に増井浩俊・石川亮選
　　　手が任命される。
12月　俵谷芳勝氏、辻下幸夫氏叙勲伝達。
　　　マイナンバー通知カード町内で配
　　　達開始。
　　　乙女橋架け替え工事。
 3 月　日本ハムファイターズ応援大使決
　　　起集会（札幌開催）。
　　　山岳イベント　利尻バックカント
　　　リーツアー開催。
 4 月　山岳救助発生（札幌市  男性 2 名）
　　　道警ヘリにより救出（ 1 名死亡確認）。
　　　利尻小学校解体工事着工。
 5 月　HAC遊覧飛行（小学校 6 年生対象）。
　　　川村テチ子氏叙勲伝達。

　　　山菜採り行方不明者捜索（町内  男
　　　性）家族により発見。
 6 月　藏重孝氏叙勲伝達。
　　　鬼脇地区「小中併置校校舎改築工
　　　事」着工（利尻小学校・鬼脇中学校
　　　併置校へ）。
 7 月　利礼 3 町の小学生を対象としたサ
　　　マーイングリッシュキャンプ実施
　　　（利尻・礼文参加者37名）。
　　　山岳救助発生（神奈川県  男性）防
　　　災ヘリにより救出（死亡確認）。
　　　防災ヘリによる津波避難者救助訓
　　　練（ペシ岬～鴛泊小学校）。
　　　飛鳥Ⅱ寄港。
 9 月　「平成28年 9 月14日からの大雨」に
　　　よる50年に 1 度の大雨被害（避難
　　　勧告発令・住宅被害 4 件・土砂災
　　　害31件～湾内覆道 8 日間通行止）
　　　山岳救助発生（香港  男性）道警ヘ
　　　リにより救出
10月　日本ハムファイターズパブリック
　　　ビューイングをりぷらにて開催（日
　　　本ハムファイターズ日本一へ）。
　　　役場前公園新設遊具設置。
11月　東京都港区との連携事業「日本最
　　　北のみなとオアシス利尻島・利尻
　　　山inMINATO CITY」開催（東京都）。
　　　味噌吉夫氏叙勲伝達。
　　　日本ハムファイターズ応援大使増
　　　井浩俊・石川亮選手トークショー。
12月　故田村修氏特別叙勲伝達。



　円型は「日輪」、二重円は「和」を表し、さらに利尻の「り」
をもって「抱合」を意味する。また、下に利尻富士を置き、
上部には「発展、飛躍、平和、豊漁」のローマ字の頭文字
である「H」を配している。（昭和32年４月１日制定、町
名変更により平成２年９月30日、一部変更）

■町章の由来について

　わたくしたちは、秀峰利尻富士と日本海の美しい自然
に育まれた利尻富士の町民です。わたくしたちは、北国
のきびしい風雪に耐えて郷土を開拓した先人の偉業を受
けつぎ、豊かな住み良いまちをつくるために、この憲章
を定めます。

■利尻富士町民憲章

■町のシンボルとなる動植物

１. 元気で働き伸びゆく豊かなまちにしましょう。
１. たがいに助け合い親切であたたかいまちにしましょう。
１. 教養を高め心豊かな文化のまちにしましょう。
１. 自然を大切に住み良い清潔なまちにしましょう。

●町の木／ナナカマド ●町の木／エゾマツ

●町の鳥／リシリコマドリ ●町の花／リシリヒナゲシ

利尻富士町
礼文島

利尻島

●稚内

●網走

●釧路
●帯広●苫小牧

●
小樽

●札幌

●旭川


